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エリート上司はこじらせ女子の部下を自分のものにしたい
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第一章












　楽しい時、悲しい時、寂しい時、幸せな時、どんな時も一人より二人がいい、なんて誰が決めつけたんだろう。そんなことを耳にする度、私の中の過去の苦い記憶が蘇り、かなりの痛みを伴う。それは私にとって致命傷のようなものだから。

　だから私はもう二度と同じ経験をしないように無駄なものは排除し、必要最低限のものだけで生活をする。人間関係も仕事も断捨離をすることが得意になった。今はおひとり様でも十分、充実できるように作られている。それをしみじみ実感し、幸せを噛みしめる。そんな生活を得意とする私の名前は吉木よしき朱里あかり、歳は二十六になったばかり。

　ちなみに独身で彼氏無し。もちろん先週の誕生日も一人で過ごした。誕生日は豪華なバースデーケーキなんかいらない。食べ切れなくて捨てられるケーキもかわいそう。ならば、最初から食べ切れる分のケーキだけ用意し、ちょっといい値段の飲み切れる量のお酒を用意して、有名なベーカリーでバケットを買い、大好物の生ハムをたらふく食べる。

　それがきっと私にとっての一番幸せな時間だ。

　なんて無駄のない、素晴らしい誕生日の過ごし方だろう。

　しかし、この充実した時間を邪魔しようとする存在が私のすぐそばにいる。

「吉木、お前先週の金曜日、誕生日だっただろ。どうして言わなかったんだよ」

「どうしてって……別に井ノ瀬先輩に関係ないじゃないですか」

「水臭いこと言うな。お前は俺の営業補佐だろ。パートナーの特別な日くらい、祝わせてくれよ」

「いや……結構です……」

　太陽のように眩しくて明るい笑顔を見せつけてくるのは、全国区で受注率ナンバーワンの大手医療機器メーカー「ケアプラント」営業課の井ノ瀬いのせ純哉じゅんや先輩だ。

　主に開業医に向けて営業をかけており、全国で支店もあることから田舎の方から都心の隅々にいたるまでウチの医療機器は使用されており、抜群の信頼度から幅広く名は知れ渡っている。

　都心にある本社に私も勤めており、新入社員の頃からずっと井ノ瀬先輩のアシスタントを務めているから、一緒に働いてもう四年になる。

「四年も一緒にいるけど、誕生日をちゃんと祝ったことは一度もないな……来年こそは祝わせてくれ」

「いえ、だから結構ですって」

　この通りなかなか強引な性格で、人との距離感がかなり近い人だ。これは営業マンとしては物凄い強みとなるのだろう。ただ、私のような人と深く関わることを遠慮している人間には、時々辛いものがある。

　今も私が腕を伸ばして距離を取っているのにも関わらず、顔を近付けて表情を読み取ろうとしてくる。

「私のことは放っておいてください」

「そんなことをすると、お前いつまでも一人だぞ。俺のように」

「井ノ瀬先輩は自業自得じゃないですか。誰かれ構わず愛想よくしているから、いい人で終わっちゃうんです」

「おぉ、よくわかってるじゃないか、俺のこと。でも、いいだろう？　俺のそういうところ」

「はいはい、そうですね。あっ、もう外回りの時間ですよ。はい、いってらっしゃい」

　いつもの井ノ瀬先輩の軽口を適当にかわし隣のデスクにある彼のビジネスバッグを手に取って強引に渡す。そんな私の様子を見て軽く笑うと、大きな手が私の前髪をくしゃっと撫でた。

「また時間を空けておけよ。飲みに行くぞ」

「だから……！　はぁ……もう」

　井ノ瀬先輩の手が私の前髪から離れ、その手をヒラヒラさせながらフロアを出て行く。フロアを後にする彼に周りの社員たちは次々と挨拶をし、笑い声まで聞こえてくる。私はさっき、彼のことをけなすようなことを言ったけれど、井ノ瀬先輩はこの営業課の中でもトップクラスで成績がよく、まだ二十八歳だけど、次の昇進は井ノ瀬先輩で間違いないだろうと噂されているくらいのやり手の営業マンだ。

　性格はとにかくポジティブで明るくて、誰にでも気さくな人。さらにトーク力もあるから人脈は広く、人望も厚い。その上、長身で黒髪の短髪、広い肩幅をした逞しそうな身体と爽やかな見た目から、女性社員の人気も高く、どうしてずっと恋人を作らないのかと不思議に思われているくらいだ。そんな人が私を気にしてくれるのは、彼の営業を補佐する立場だからだと思う。彼のサポートをする私と上手く連携を取れていないと、スムーズに仕事も進められないし。

　だから、空いた時間があればいつも話しかけてくるし、食事にだって誘われる。ただ、私からすれば世間話ならまだしも、わざわざ仕事が終わった後の夜の貴重な時間を誰かと過ごすために消耗するなんて、無駄でしかない。

　そういう考え方だから、この年齢にもなって彼氏は今まで一人（それも半年で別れた）、そして友人も高校の同級生だった奥田真美という親友が一人、両親は二人とも健在だけど、しょっちゅう実家に帰ることもない。

「一人が気楽だわ……」

　そんな独り言をこぼして、今日も営業報告書の作成のため、キーボードをタンッと叩いた。営業補佐の仕事は事務的な業務が多いけれど、仕事に慣れれば営業職の人と違い残業はほとんどなく、定時に帰れることは多い。

　今日も時間内に仕事を済ませ、タイムカードを切ってフロアを出た。更衣室に向かい、上下グレーの制服からブラックのカットソーとベージュのストレートパンツに着替える。

　私の持っている服は、全てブラックとグレー、ベージュとホワイトで揃っている。それぞれカットソーは三枚、パンツは二枚、スカートは一枚にカーディガンは二枚だ。それだけあれば一か月は着まわせるし、クローゼットの中もスッキリとしていて気持ちがいい。

「お疲れ様でした」

　黒のロングコートを羽織り、更衣室にいる女性社員たちに挨拶をして、黒いパンプスのヒールの音を鳴らせて会社を出る。

　ちなみにパンプスはこの黒色と色違いのグレーのみ。あとはホワイトのスニーカーとブラウンのショートブーツが我が家のシューズボックスの中に置いてある。

　会社を出たら春の夕方の風が肌に心地よく、疲れた身体を癒してくれる。

　今日も自分にお疲れ様、と言い、自宅の冷蔵庫の中に残っている食材を思い出しながら駅へと向かった。

　そこそこに混んでいる電車に乗り、三十分ほど揺られたら私が住んでいる街に着く。

　都心から少し離れた場所を選んだのは、通っていた大学が近かったことと、ほどよく静かな街並みが気に入っているから。

　だから、引っ越しをせずにこの街にずっと住んでいる。

　昔からある商店街を抜け、ワンルームマンションばかりが建ち並ぶ景色が見えてくると、私が住んでいるマンションへと到着する。

　レンガ模様のコンクリートのマンションに入ってエレベーターで五階まで上がる。

　五〇二が私の住んでいる部屋だ。

　帰り道に安さが売りのスーパーで買った納豆とヨーグルト、そして夕食に使うピーマンが入った袋を持ったまま、鞄の中から鍵を探す。

　初詣の時に買ったお守りがついた鍵で解錠して、扉を開けた。

　視界に入るのは静かで真っ暗な空間とほのかに香るアロマの香り。

　パチンと玄関の電気をつけると、埃一つ落ちていない玄関と廊下に灯りがついた。

　そのままキッチンを通り、ワンルームの私の部屋に入る。

　シンクには、ハンドソープと食器洗剤とスポンジ、そして歯ブラシ以外は置いておらず、ＩＨのコンロの上もいつも丁寧に掃除をしているからピカピカだ。

　ワンルームの部屋にテレビは置いていない。必要な情報は、スマートフォンやパソコンから充分手に入れることができるから手放した。

　ソファもベッドもなく、服はクローゼットに入るだけしか持たないからタンスもない。

　あるのは一人用の木製のテーブルと、椅子にマットレスと布団、ブラウンのカーテン、そしてメイク道具やドライヤーが入っているアンティーク調の小さなキャリーケースだけだ。

　このキャリーケースは私が初めてバイトをして貯めたお金で旅行に行った時に購入したキャリーケースで、様々な思い出が詰まっている。それにメイクをする時にテーブル代わりになるので、ちょうどいい。スッキリと無駄のない、なんて素敵な空間なのだろう。

　このような生活スタイルをミニマリストというのならば、私もその一人だと思う。ごちゃごちゃした空間は息が詰まるだけ。

　人間関係もそうだろう。色んな人と付き合ってしまったら、その人達の感情の波に飲まれてしまう。もう、私はそういうのは疲れた。

　居心地のいい空気を身体の中に取り入れてから、私は食材を冷蔵庫の中に入れようとしてキッチンに戻る。その時、鞄の中からスマホの着信音が聞こえてきた。

　相手の名前を見るだけで「また……」と呟いてしまう。

「はい、吉木です」

『お疲れ。俺が外回りから帰って来るまで待っててくれよ。水臭いやつだな』

　電話の相手は、外回りから戻ってきた井ノ瀬先輩からだった。

「だって、定時になったから会社規則に従って帰ったんです」

『せっかく、吉木の好きな駅前のシュークリーム買って来てやったのに。残念だったな』

「うっ……」

　会社の最寄り駅にあるケーキ屋のシュークリームは、私の三つある大好物のうちの一つだ。一つは缶ビール、もう一つは生ハム、そして駅前のケーキ屋のシュークリームだ。あのサクサクっとしたシュー皮と、濃厚なカスタードクリームを食べる想像をしただけでよだれが出てきそう……。

「ど、どうしてもっと早く言ってくれなかったんですか……！」

『買えるかどうかわからなかったんだよ。あそこ、いつも昼までには売り切れるからな。でも、今日はたまたま二つだけ残っていて、ちょっと遅くなったけど、誕生日ケーキの代わりにプレゼントしてやろうと思ったんだが……』

　そうだ、井ノ瀬先輩はこういう人だった。

　毎年祝ってくれるくせに、誕生日だって気付いた振りをして絶対にスイーツで祝ってくれる人。

　初めての誕生日プレゼントは取引先の会社の近くにある有名スイーツ店のフルーツいっぱいのタルトだった。

　あのタルトのおかげで私の味覚は甘党になり、それ以降会社の最寄り駅前にあるシュークリームが大好きになってしまったんだ。

「……本当にもったいないですけど……先輩食べてください。お気持ちだけいただきます」

　切ない気持ちになりながら、ここは我慢だ……と自分に言い聞かせる。

　しかし、井ノ瀬先輩は笑いながらこう言った。

『まぁそう言うなって。シュークリームなら一日くらい日持ちするだろ。会社の冷蔵庫に入れておいてやるから、明日の休憩時間に食え。じゃあな、遅くなったけど誕生日おめでとう』

　改めて「誕生日おめでとう」と言われ、不覚にも胸の奥がキュンとときめいた。

　井ノ瀬先輩は本当に人の喜ぶツボをサラッと突いてくる。

「……ありがとう、ございます。明日、シュークリーム楽しみにしてます」

『あぁ、また明日』

　通話がきれ、さっきまで喋っていたスマホの画面を凝視する。毎年、誕生日は親友の真美と両親が必ず祝ってくれる。この三人以外で祝いの言葉をくれるのは、井ノ瀬先輩だけだ。

「本当、面倒見のいい先輩だなぁ」

　こんな先輩とパートナーを組めるのは、恵まれているのだろう。

　でも、正直かなりの頻度で飲みに誘われるのは困るけれど。

　冷蔵庫に入れそびれていたスーパーの袋の中の食材を取り出し、ピーマンを手に持ちながら今日の献立を考える。

　今日はピーマンと冷凍しておいたイカを使って甘辛く炒めよう。

　インスタントのお味噌汁と白いご飯、あとは納豆で夕食の献立は出来上がった。

「あぁ……デザートにシュークリーム食べたかったな」

　また独り言を呟いて、井ノ瀬先輩より早く帰ってしまったことを後悔した。

　きっと、先輩のことだから満面の笑みでシュークリームをプレゼントしてくれただろうと、容易に想像できる。

　そんな場面を想像してクスッと笑い、私は夕食の支度に取り掛かった。






　翌朝、いつもより早くに起床し、身支度を整えたあとトーストとヨーグルト、ホットコーヒーで簡単な朝食を取り、ゴミをまとめてから家を出た。

　ちょっと早い出勤は、もちろん井ノ瀬先輩が買ってくれたシュークリームのためだ。やっぱり誕生日プレゼントとしてくれたものだから、一刻でも早く頂きたい。それに何より祝ってくれた厚意が嬉しくて、早く会ってお礼も言いたいから。

　一時間ほど早く会社に到着し、まだ誰も出勤していない営業課のフロアに入る。こじんまりした休憩スペースには小さめの冷蔵庫があり、それを開けると紙袋に入ったシュークリームがあった。

「これだ……！」

　感激にも似た興奮を胸の中で感じ、すぐに紙袋を手に取る。目をキラキラさせて中を開けると、シュークリームが一つあった。すぐにコーヒーを淹れてきた水筒を鞄の中から取り出し、テーブルの上に並べる。

　そして手を合わせた。

「美味しそう……！　いただきます……！」

「ふはっ！」

　紙袋を目の前に置き、手を合わせた瞬間、笑い声が後ろから聞こえてくる。驚き慌てた私が後ろを振り向くと、井ノ瀬先輩が口を手で覆って立っていた。

「せ、先輩！　いつからそこにいたんですか！」

「いつからって……お前が出勤してくる前からいたぞ。俺が喫煙室に行っている間に、吉木が来たんだろ」

「こ、声くらいかけてくださいよ！」

「いやぁ、後ろ姿からでもわかるくらい浮かれているお前が珍しくて、ついこっそりと見てしまったんだ。許せ」

「……もう！」

　シュークリームで年甲斐もなく喜ぶ私を見られてしまい、頬に赤色が集まる。井ノ瀬先輩はそのままどこにも行かず、私の前に座り、腕組みをしてジッと顔を見つめてきた。

「な、なんですか……」

「俺があげたものを嬉しそうに食う吉木の姿を見たかったから」

「そんなの……見ても仕方ないですよ」

「いいもんだぞ。可愛い後輩が喜んでいる顔を見るのは」

　満面の笑みでそう言い、井ノ瀬先輩は明るく笑う。

　私はこれ以上恥ずかしがるのは大人気ないと感じ、ぺこりと頭を下げた。

「ありがとうございます。嬉しいです……いただきます」

「おぅ、食え」

　行儀が悪くない程度に口を開け、パクリとシュークリームを口に頬張る。

　サクサクとしたシュー生地の中から濃厚なカスタードクリームが口の中いっぱいに広がり、幸せな甘さが全身に染み渡ってきた。

「美味しい～……」

「ハハハ。そうかそうか、よかった」

　うっとりと宙を眺めていると、井ノ瀬先輩が目尻を下げて微笑みながら私の前髪を大きな手のひらで撫でてくれる。

　まるでペットを愛でるかのような仕草に、また頬に熱さが集まった。

　世話焼きの井ノ瀬先輩のことだ。私のことも手のかかるペットのような扱いなのだろう。

　そう納得しながら、あっという間にシュークリームを食べ終わった私。

　一緒に飲もうと思っていたコーヒーを井ノ瀬先輩にも淹れると、明るい太陽のような笑顔を見せて喜んでくれた。

　まさか朝から井ノ瀬先輩とお茶の時間を過ごすなんて思いもしなかった。だけど、案外ホッとした楽しい時間となり、その日の業務はいつも以上に満ち足りた気分でこなせた気がした。
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　井ノ瀬先輩からちょっと遅い誕生日を祝ってもらってから一か月が過ぎた頃、季節は梅雨を迎えた。肌にじめじめとした嫌悪感を覚える毎日が続き、梅雨が苦手な私は軽い頭痛と毎日戦っている。休日だからといって体調がよくなるわけでもなく、しとしとと降る雨を窓から眺めて布団で寝転んでいた。

「はぁ……気怠い」

　独り言をこぼし、真っ白な天井を凝視する。

　あっ、蛍光灯がそろそろ切れそう……買い置きはなかったな、買いに行かなきゃ……それにお米もなかったような……

　一人暮らしだから、身の回りのことは全部自分一人でやらなくちゃいけない。それに、ストックを置いておく生活をしていないから、無くなったらすぐに買いに行かなければいけないのだ。基本、ストックというものが苦手な私。でも、体調が悪い時は買っておけばよかったなぁ……と後悔する。

「はぁ……」と大きなため息をついた時、部屋のインターホンが鳴った。

　宅急便かな？　と重い身体を起こしてインターホンのモニターに向かうと、そこには親友の真美の姿が映し出されていた。

「真美？　どうしたの？」

「こんにちはー！　梅雨だからしんどくなってるんじゃないかと思って、差し入れ持ってきたよー！　入れてちょうだい」

　モニター越しの親友の笑顔に、心がホッとする。真美の気遣いに心の底から感謝をしながら、私はオートロックの鍵を解錠した。

　そして私の部屋にやって来た真美の手にはコンビニの袋があり、マカロンやロールケーキというコンビニスイーツと、微糖のコーヒーとロイヤルミルクティーのペットボトルがそれぞれ一本ずつ。そして鎮痛剤が入っていた。

「ありがとう。甘いものが食べたいと思っていたの」

「朱里、働き始めた途端、いきなり甘党になったもんね。だから、好きそうなの買って来たよー」

　緩いパーマをかけたボブヘアの真美は、童顔のせいか実年齢よりずっと幼く見える。本人もそれを自覚しているのか、服装もパステルカラーの清楚系の服が多く、地味な私とは全くの正反対だ。

　いわゆる男にモテる女が真美みたいな人だと思う。だからといって、真美は言い寄って来る男なら誰でもいいというわけじゃない。反対にこういう容姿だから男に対して警戒心ばかりが強くなり、私と一緒で今も独身で彼氏もいない。

「食べる元気があるなら一緒に食べようよ」

「うん、嬉しい。いただきます」

　私は来客用の折り畳み式の椅子を出してそれに腰を下ろし、真美にはいつも私が座っている椅子に座ってもらう。

　一人用の小さなダイニングテーブルには、手土産のスイーツの他、夜に食べようと思っていたリンゴとバナナをカットして二人分用意して、微糖のコーヒーをそれぞれのグラスに注いだ。

　一人だとなかなか湧かない食欲だけど、心を許した親友が一緒だと自然と食欲が湧いてくる。二人で「美味しいね」と言い合って楽しく食べていると、真美が突然真剣な表情になった。

　真美がこんな顔をする時は、だいたい突拍子もないことを言い出す時だ。私は目を見開き、手を広げて真美に「ちょっと待って」と言おうとしたら、彼女の方が先に口を開いてしまった。

「あのね、朱里。私達、そろそろ婚活しない?!」

　勢いよく口から出てきた言葉は、せっかくおさまっていた頭痛が再発してしまうくらいの衝撃だった。眩暈までする自分をなんとか鼓舞し、真美と向き合う。

「……いきなり何を言い出すの……」

「いきなりじゃないよ！　前から考えていたの。私達さ、今までなんだかんだと楽しく二人で過ごしていたけれど、気付いたらあっという間に二十六になったじゃん？　二十代前半までは気にしてなかったけれど、さすがに後半になってきたら、そろそろ将来のことを考えてみてもよくない？」

「だからってどうしていきなり婚活なの？　出会いを求めるなら紹介や合コンとかでもいいじゃない」

「紹介ってリスクが高すぎない？　紹介してもらった相手にも気を遣うしさ。合コンは却下！　絶対自分達より若い子に男が流れるに決まってる」

「もしかして……最近、自分より若い子が寿退社でもした？」

　なんとなくそんな予感がして思わず口にしたら、真美がわかりやすく肩をビクッと上がらせた。

　やっぱり……と心の中で呟く。私の考えは当たっていた。

「別にいいじゃない。同じ会社の子が結婚して退職しても自分たちは楽しく暮らせれば。結婚なんて焦ってするもんじゃないよ」

「結婚を焦ってるわけじゃないのよ。ただ、未来のビジョンを一緒に描くパートナーがいてもいい歳だとは思わない？　私、その子の結婚が決まった時、羨ましいっていうより、安心できるパートナーが欲しいって思ったのよね」

「それで手っ取り早く婚活？」

「だって、私はそれくらいしか出会う方法がないし……だからね、自分で色々と調べてみて、いいサイトを見つけたの！」

　真美はデパートの販売員として働いているから、圧倒的に女子の比率が高く、男性社員はほとんど既婚者か年上ばかり。出会いはないと前から言っていたから、婚活サイトなどに頼るしかないのは理解できる。

　でも、そこに私を巻き込むのは勘弁してもらいたい。

「真美の気持ちはわかった。でも、私はいい」

「えー！　どうして？　一緒にやろうよ、婚活！」

「いいよ、遠慮しておく。私はまだまだ一人でいい」

「そんなこと言わずに。興味本位でいいから行ってみようよ、婚活パーティー」

　真美はそう言うと、ほとんど食べ終えたスイーツを片づけてスマホを取り出し、婚活パーティーのサイトを私に強引に見せてくる。

　目の前に差し出されたら見ないわけにも行かず、私は嫌々ながらもサイトに視線を移した。そこには「ハッピーマリッジパーティー」とオシャレな筆記体で書かれたサイト名があり、このサイトに登録すれば自分が望む条件の相手とパーティーで会えるということが記載してある。登録は個人情報を登録シートに記入し、本人確認ができる証明書を写真で送るだけでいいという。

「こんなに簡単なの？」

「今はこれくらいのフランクさが当たり前みたいよ。ちょっと前みたいな紹介所に直接行ってスタッフの人に指南してもらって……ていうのもアリだけど、今回は気楽に参加してみない？」

　スクロールしていくと、こんなにも色んな条件が飛びかうのが今の婚活なのかということがわかり目を見開いて驚いてしまった。

　初婚＆ノンスモーカーの人限定とか、平日休みのシフトの人で褒めることが上手な男女限定や、高身長＆爽やかな男性限定など……一見テレビ番組の企画ものなのかと勘違いしてしまいそうなくらい、気軽なノリのものが多い。

「アラサー婚活、真剣にお付き合いできる人限定……へぇ、本気なのもあるんだ」

「そうそう！　私もそれ気になってたの！　しかもこれね、有名高級ホテルのラウンジやバーを使っての豪華な婚活パーティーらしいよ。そんなところに行くだけで気分が上がらない？」

「うーん……」

　渋る私に、真美はテンション高く婚活パーティーの話を続ける。マッチングに成功したペアには豪華スイートルームに泊まれるプレゼント付きだとか、女性は登録料と破格の参加費だけでいいとか……色々と好条件を出されたけれど、やはり私の心は動かなかった。

「うーん……やっぱり私はいいや。真美だけで行って来て」

「えぇ……せっかく朱里のお母さんも喜んでたのに」

「えっ?!　どうして私のお母さんが出てくるの？」

「だって、大切な一人娘を婚活パーティーに誘うんですもの。朱里のご両親に許可を取るのは当たり前でしょ」

「連絡先、知っているの?!」

「私、朱里のお母さんをともだち登録してるよ」

　真美のスマホのメッセージアプリのともだち登録の欄を見ると、たしかに私のお母さんのアイコンがある。

　首からがくりと力が抜け、同時にため息が出た。

「真美って昔からそういうところ、本当に几帳面よね」

「余計なお節介だって思ってるでしょ。でも、朱里のお母さん本気で心配していたよ。あの子は生活も性格もクールだからいつか一人になっちゃうんじゃないかって。将来が心配だって言ってた」

　お母さんが心配していると聞き、今の自分の生活が親不孝になりかけているのかと、ずしんと胸が重くなる。やはり、孫が見たいというのが親の本音だろう。それはわかってる。

　わかってるからこそいつかは叶えてあげたいという考えは一応あるが、なかなか誰かと一緒になるという気持ちにはやはりなれない。

　それには私の過去の恋愛が関係している。思い出したくもない、ただ辛いだけの最低男との恋愛だ。高校時代からの親友の真美はもちろん私のその恋愛を知っている。

　だからこそ、今まで私が恋愛をしてこなくても何も言わなかったのだろう。だけど、もう二十六だ。そろそろ新しい出会いを求めてもいいと、そう親切心から言ってくれているのは痛いくらいわかる。

「だからさ、まぁ本気で付き合う人を見つけに行くって感じじゃなくて、いい人がいたらいいなーくらいの気持ちで参加しない？　私も一人じゃ怖いし……ねっ、朱里お願い。朱里だけが頼りなの」

　真美が大袈裟なくらいに両手を合わせ、私を拝むようにして頭を下げる。それに焦る私は、真美の両肩に手を置いた。

「ちょっとやめてよ。そんなことしないで……わかった、わかったから！　婚活パーティー行くから！」

「本当！」

「でも、本当に参加するだけだからね。出会いなんて望んでいないから」

「うんうん、それでもいい！　やったー！　これで安心して参加できる！　ありがとうー朱里。大好き！」

「はいはい」

　親友の昔からの変わらぬ頼み方に、つい条件反射で了承してしまった。私は真美のお願いに弱いのだ。

「じゃあ早速登録シートに記入しよ！　ここ、特に女子には大人気の婚活パーティーだからすぐに予約が埋まっちゃうのよ」

「わかったわ」

　真美に促されながらため息交じりに婚活サイトを開き、登録シートに記入していく。個人情報や身分証明書を提出するとすぐに担当の佐々木と名乗る人からメールでの連絡が来て、婚活パーティーの詳しい流れを記載したファイルが届いた。

　かなり丁寧な案内に、そこそこ信頼できるサイトなのだろうと安心感も生まれた。

「楽しみねー、婚活パーティー」

「まぁ……そうね」

　ノリノリの真美とは反対に、特に期待もしていない私は婚活パーティーに少し気怠いな……という印象しか持てない。

「早速、朱里のお母さんに報告しておくわね」

「ま、待って！　それは私からするから！」

　二人でやり取りをさせてしまうと、変に盛り上がって「今度は朱里にも恋人を作ろう！」と言い出しかねない。これは私から母にただの付き添いだと説明しておかないとややこしいことになるだろう。

「そう？　じゃあお母さんによろしく伝えておいてね。初めてね、こんな華やかなパーティーに参加するの。今から緊張しちゃう」

　すでに浮かれている真美の顔を見て、私は苦笑いしか返せないでいた。心の中で盛大なため息をつきながら。






　翌日、梅雨の低気圧はますますひどくなり、いったん収まっていた頭痛はぶり返してしまった。会社に出勤してデスクに着くけれど、いまいち本調子が出ず資料作成もうまくできない。

「吉木、どうした？」

　こめかみを押さえていると、井ノ瀬先輩が声をかけてくれ、肩に手をポンッと置き、私の顔をしゃがんで覗き込んでくる。結構な至近距離に井ノ瀬先輩の顔があり、いつもの私なら「離れてください」と一言、言ってしまうけれど、頭の痛みの方が勝ち、そのままで話を続けた。

「ちょっと頭痛が酷くて……」

「あっ、そういえばお前、この時期は頭痛が酷くなるんだったな。気付かなくて悪かった。パソコン作業は辛いな、俺も内勤の日だし、今日の業務はメールの確認と電話の取次ぎくらいでいいぞ」

　さすが気遣いができる先輩だ。私のこの梅雨時期の体調も覚えていてくれた。でも、社会人として頭痛くらいで仕事をこなせないなんて、私の性格がそれを許さなかった。

「いえ、いつも通りの作業をします。指示、お願いします」

「いいよ、身体が辛い時は無理をするな。なんなら休養室で休んでこい」

「大丈夫です。午後に仕事を回したくないので」

「だから今日は俺も内勤だって言ったろ。普段、任せていた仕事は俺がやるから。こんな時くらい少し俺に甘えろ」

　井ノ瀬先輩の声が右耳にしっかりと届く。低く説得力のある力強い声は、身体が辛い時に妙に甘えてしまいたくなる声だ。そんなことを考えていたら、耳が熱くなってきた気がする。

「あの、井ノ瀬先輩……」

　顔が近いからいつものように離れて、と言おうとして視線を彼の方に移したら、私を心配そうに真っ直ぐ見つめてくる井ノ瀬先輩の顔があった。

　心配そうに眉を下げ、漆黒色の瞳は私の顔色を見逃さないようにしっかりと見つめてくる。男性なのに肌がとても綺麗だ。清潔感がある人だとは思っていたけれど、この距離で見ても肌荒れなんか見つからない。

　あぁ、モテるのわかるなぁとついそんなことを考えてしまった。

「……ぼうっとしてるな。熱もあるか？」

　そう言われ、近寄ってきたのは彼の大きな右手だ。

　ひんやりとした手がおでこに気持ちがいい。

「少し熱いな」

「だ、大丈夫です」

「馬鹿言うな。熱がある時は休むのが一番だ。休養室のベッドが空いているか確認してくる。ちょっと待ってろ」

　ポンッと背中を叩かれ、井ノ瀬先輩は素早い動きで休養室が空いているか内線で人事に連絡を取ってくれている。私は少しの間身体を休められることがわかり、内心安堵感でいっぱいだった。

「吉木、今ちょうどベッドが空いているらしい。使っていいってさ。よかったな」

「あ、ありがとうございます……」

「よし、さっそく行くぞ」

「きゃあ！」

　井ノ瀬先輩は私の腕を掴むと、力を入れて少し強引に立たせる。そのまま手を繋がれて、先輩に引っ張られて歩く形になった。

「あはは！　吉木さんと井ノ瀬さん、まるで親子みたいね」

　私達の様子を見てからかう同僚の声が耳に届き、頬に熱が集まる。それでも井ノ瀬先輩は私から手を離すことはなく、「ホント、世話のかかる娘みたいなもんだ」と井ノ瀬先輩は軽口を言う。

「世話かけてすみません……」

「そう思うなら、体調が悪くなった時はもっと早く言え。まぁ、気付かなかった俺も悪いがな」

「いえ、休ませてもらえて嬉しいです。ありがとうございます……」

「ははっ。なんか最近、吉木にお礼ばっかり言われている気がするなぁ」

　それはアナタの面倒見が良すぎるせいですよ。と心の中で応えた。歩くだけで精一杯だったから、それ以上の会話ができなかったからだ。それに気付いてくれたのか、ゆっくりと歩いてくれ、歩幅も私に合わせてくれる。エレベーター前に着くとちょうどエレベーターがやってきて、すぐに乗り込んだ。

「休養室は七階だったな。七階に上がるのは久しぶりだ」

「……先輩も、昔は使っていたんですか？」

「新入社員の頃だけどな。家に帰らずに泊まり込みで資料を作っていた時は、よく休養室で仮眠をとっていたんだ。今でも時々使うぞ」

「そうなんですか？　全然知りませんでした……先輩もそんな頃があったんですね」

「お気楽そうに見えるか？」

「はい」

「ハッキリ言うな！」

　井ノ瀬先輩は大きな声で笑い、そして七階のボタンを押す。上昇するエレベーターの中で彼は咳ばらいをして、私の方をチラリと見た。

「これでも努力してるんだぞ。可愛い後輩に尊敬してもらうために」

「はぁ……頑張ってくださいね」

「……ダメだ。全然伝わってない」

　今度は苦笑いで反応が返って来る。ズキンズキンという痛みに思考を邪魔されてしまい、私は返事をするだけで精一杯だった。そしてエレベーターは七階に到着し、降りて歩いていくと休養室と書かれたプレートがある部屋を見つけた。

「誰もいないみたいだからゆっくり寝ろよ」

　手を繋がれたままゆっくりと歩き、簡易ベッドの前まで行くと寝るように促される。私はゆっくりと腰を下ろし、そのまま身体を休めた。見上げるとオフホワイトの天井と柔らかい蛍光灯の明かりが眩しくて、目をギュッと閉じてしまう。

　まだチカチカがおさまらない閉じた私の瞼に、柔らかいタオルが乗せられた。

「アイマスク代わりにはなるだろう。鎮痛剤もあるけど飲むか？」

　どうやら井ノ瀬先輩がタオルをかけてくれたみたい。柔らかいタオルは顔を守られている安心感があって、ホッとした。

「すみません、鎮痛剤飲みます」

　起き上がってタオルを手に取り、何度か瞬きをしてゆっくりと瞼を開けた。視界に入った時はゆっくりと見渡せなかったけれど、休養室には簡易ベッドが四台とワゴンには救急箱やタオルにマスク、アルコール除菌などの衛生用品、そして角にはウォーターサーバーがあり、井ノ瀬先輩がお水を紙コップに入れてくれていた。ただの後輩にここまでしてくれるなんて、有難い気持ちでいっぱいだ。

　弱っているせいか、いつもは口うるさい人と思ってしまうのに今は彼が先輩で本当によかったと心から思っている。

「飲めるか？」

　紙コップを渡してくれ、鎮痛剤二錠を私の手のひらに乗せてくれる。そして優しい声色で喋りかけてくれた。私は頷くと鎮痛剤を口に放り込もうとしたけれど、うまく口の中に入れられなくて一錠布団の上に落としてしまった。

「手に力が入ってないな。ほら、口を開けろ」

「へっ……」

「飲ませてやる」

「そ、そんな！　いいですよ！　これくらい自分でできます!!」

「そう言いながら、今、薬を落としただろう。水まで零したら布団がびちゃびちゃに濡れてしまう。ここは黙って言うことを聞け」

「うっ……」

　たしかに、井ノ瀬先輩の言う通り、今は頭痛のせいか手元の集中力が怪しい。でも、飲ませてもらうなんて、そんな子どもみたいなことをこの歳でしてもらうなんて、もってのほかだ。

「吉木、口を開けろ」

「んっ……」

　どうにかして拒否しようとしたけれど、井ノ瀬先輩の左手の指が顎を掴み、私の口を少しだけ開ける。そのまま錠剤二錠を口の中に放り込まれ、右手で後頭部を支えられながら紙コップの水を飲ませてくれた。ごくんと喉に冷たい水と薬が通って行くのがわかる。身体は水分を欲していたのか、一口飲んだだけで身体中が潤う気がした。

「飲めたな」

「どこまでもすみません……」

　多少強引ではあったけれど、ここまで連れて来てもらい、薬まで飲ませてもらった。

　迷惑をかけたことを詫びると、小さく笑う声が聞こえた。

「いつも仕事をサポートしてもらってるんだ。これくらいお安い御用だ。それにお前に元気になってもらわなきゃ、俺も調子が狂うからな」

「そんなこと……私がいなくても先輩は大丈夫ですよ」

「そんなことないぞ。今じゃもう吉木の顔を毎朝見ないと、元気がでないからな」

「はいはい」

　私を喜ばせようと言ってくれているのだろうけど、あいにく井ノ瀬先輩からのこういうお世辞は聞き飽きている。いつものように素気ない返事をすると、先輩は楽しそうに笑っていた。

「お前はそうでなくちゃな。最近、元気がないから心配していたんだ。頭痛も辛そうだったが、プライベートで何かあったのか？」

　先輩の核心をつく言葉に、ぎくりと肩が上がる。

　実は、真美から婚活パーティーに誘われたその日のうちに母親に報告したところ、「第一印象は大事よ！」「絶対にいい男を捕まえて来なさい！」「次、こんなパーティーにいつ参加できるのかわからないんだからね！」「出来れば年収はアナタより上で身長も高い人を選ぶのよ！　顔は人間、歳をとったら変わっちゃうんだから、気にしなくていいから！」と有難くもないアドバイスがメールで送られてきたのだ。

「まぁ……色々ありまして」

「そうか……頭痛の原因はストレスってこともあるらしいぞ。最近、強烈なストレスを感じたことでもあったか？」

「とっても身に覚えがあります」

　鬼気迫った私の表情がおかしかったのだろう。「ふはっ！」と吹き出して笑うと、先輩はベッドのそばにあった椅子に腕を組んで座り直した。

「愚痴なら聞いてやるぞ。先輩だからな」

「いえ、貴重な業務時間にいいですよ」

「そう言うな。吐き出せるときに吐き出しておけ。覚えていてほしくなかったら、聞かなかったことにしてやるから」

　上司にプライベートなことを曝け出すのはさすがに抵抗がある……だけど、そこまで言われると、胸の中のモヤモヤとイライラを吐き出してみたくなった。

「……あとでお礼しろとか言いませんか？」

「もちろん。言わないと約束しよう」

「じゃあ……本当に聞き流してくださいね」

　最初にそう言い、私は昨日の親友の真美の話から、その後に母親からはた迷惑なアドバイスが送られてきたことまで全てを雑だったけれど、曝け出した。

　先輩は本当に相槌も打たず、目を瞑って聞き流してくれていた。こんなただの後輩の完全プライベートな愚痴を聞いても時間の無駄なのに、本当に最後まで聞いてくれた。

　ただ、一つだけ質問されたことがある。

「そのサイトってなんてサイトなんだ？」

　井ノ瀬先輩でも婚活に興味があるのだろうか？　私はちょっと不思議に思いながらも、質問された婚活のサイトを教えた。

「お前が参加する婚活パーティー、どんなテーマのやつなんだ？　詳細見せてくれよ」

「はぁ……私、本当に興味ないんですけどね……これです」

　私は自分が参加する予定の「アラサー婚活、真剣にお付き合いできる人限定」という婚活パーティーのページを見せる。井ノ瀬先輩は興味津々にスマホの画面を見つめていた。

「私、こんなことをするより、一人の時間を満喫している方が楽しいです」

「まぁ、そう言うな。たまには華やかな世界を経験しておくのもいいと思うぞ。もしかしたら、いい出会いがあるかもしれないしな」

「私は望んでいません」

「向こうはお前との出会いを望んでいるかもしれないだろう。まぁ、今はゆっくり休め。ちょっとは吐き出してスッキリしたか？」

　先輩にそう言われ、随分と肩の力が抜けたことに気付き、私は頷いた。

「そうか、よかった。じゃあ、また午後からも頼むぞ。頼りにしているからな」

「……はい！」

　仕事のことで頼りにしてもらえるのは、単純に嬉しい。

　力が戻った瞳で頷くと先輩は嬉しそうに微笑み、私の背中に手を当て支えてくれ、ゆっくりと寝かせてくれた。その手の暖かさに、心がきゅうっとなるのはどうしてだろうか。

　ずっと一人暮らしだったから、久々に看病をしてもらい気持ちが緩んだのかもしれない。そうだ、この胸の高鳴りは絶対にそのせいだと自分に言い聞かせる。

「おやすみ」

　でも、井ノ瀬先輩のおやすみという言葉に、なぜかさらに心臓は高鳴っていた。

















第三章












　婚活サイトに登録してから二週間後の日曜日。私と真美は都内にある高級ホテルのロビーへとやってきた。婚活パーティーの会場があるホテルだ。サイトで見た以上にスケールの大きい豪華なホテルで、すっかり気後れしてしまっている。

「これで参加金額が五千円なんて破格だよね！　女でよかったー！」

　ドレスアップした真美は呑気にロビーを見渡しながらテンション高くそう言っている。

　私もそれなりにドレスアップしてきたつもりだけど、真美みたいに美容院でヘアセットもしてもらっていないし、ドレスだってこの日のために新調してきた真美とは違い、もともと家にあった結婚式に参加する時用の淡いオレンジのマーメイドラインのシンプルなワンピースを着てきただけだ。

　場違いな自分の存在に、ますます帰りたい……という気持ちに拍車がかかる。

「えーっと、会場は最上階のラウンジだって」

　参加者だけに送られる案内メールをスマホで見ている真美が、エレベーターに向かって歩き出す。

　私は帰りたいけれど、ここでそんなことを言ってしまったら、真美だけでなく母親にまで憤怒されそうだ。母親からは昨日も婚活についてどうあるべきか、という語りを聞かされた。

　辟易している私は、もう参加さえすれば文句も言われずに済むだろうという諦めの気持ちで今、このパーティーに参加していると言っても過言ではないだろう。

　ウキウキと歩く真美の後ろを、聞こえないようにため息をつきながらついて行った。

　周りにチラリと視線を移すと、ぽつぽつとこの婚活パーティーの参加者らしき人を見かける。まるでリクルートスーツ姿のような人もいれば、めちゃくちゃインパクトのある全身真っ白なスーツで目立つ人もいたり、アクセサリーや鞄と靴などを有名海外ブランドで固めている人もいる。

「なんか……想像と違う……」

　このパーティーは「アラサー婚活、真剣にお付き合いできる人限定」という名目なのだから、もっと価値観の合う人が集まると思っていた私からすれば、ガッカリした気持ちの方が大きい。

　でも、出会いを求めていないのだから、これはこれでよかったのかもしれない。だって、母親や真美に問われても「好みの人がいなかった」という理由ができるのだから。

「朱里ー、行くよ」

「うん」

　先にエレベーターに入っていた真美に呼ばれ、早歩きで向かう。すると、視界の端っこに見慣れた後ろ姿が見えた気がした。

「……井ノ瀬先輩？」

　いや、まさかこんなところに井ノ瀬先輩がいるはずがない。もう一度しっかりと見ようと思っていたら、「朱里早くー！　しまっちゃうよ！」と真美に急かされてしまい、もう一度その姿を見ることができなかった。

「まさかね……そんなはずないよ。こんなところに井ノ瀬先輩がいるはずがない」

　エレベーターの中で独り言を呟いていると、真美から「どうしたの？」と不思議そうに聞かれてしまう。

「な、なんでもないよ……」

「そう？　もしかして緊張してる？　大丈夫だよ、気楽に行こー、気楽に！」

「そんなこと言って。真美も初めてなんでしょ」

「あはは、まぁね。場所がこんな高級なところだから、やっぱり私も緊張しているのかも」

　そうだ、ここは高級ホテルなのだから、仮にもしさっき見かけた人が井ノ瀬先輩だったとしても、ここに単純に食事に来ている可能性だってある。

　それこそ、素敵な恋人と一夜を過ごしたってこともあり得る。

　そう自分に言い聞かせていると、胸の奥がズキッと痛み、なぜか不安を煽る音がした。

「……」

「あれ？　今度は無言になってる。本当に大丈夫？」

「うっ、うん。大丈夫。ごめん」

「それならいいけど。あっ、着いた」

　高速で上昇したエレベーターは最上階にすぐに到着し、両扉がゆっくりと開く。その先ではラウンジの入り口の前で婚活サイトのスタッフが受付をしており、名前と身分証明書、サイトの登録画面を見せると受付は終了した。

「このナンバープレートを首からかけてくださいませ。ウェルカムドリンクを受け取られたら、タブレット端末でアンケート調査を行っておりますので、ぜひご回答をお願いいたします」

　五番と書かれたナンバープレートを受け取り、ウェルカムドリンクのコーヒーを飲めるカウンターへ案内される。タブレット端末で答えたアンケートは「今までどんな婚活をしてきましたか？」「パーティーに参加するための心構えを教えてください」「相手に望む第一条件は？」など。

　これを見て、スタッフの方でもパーティー内で自分に合う人をその場で紹介してくれたり、ぼっちになってしまった人には声をかけやすいようにアドバイスをくれるという。

「はぁ……至れり尽くせりだね」

「さすが婚活サイト。今日のパーティーでどれだけの人がマッチングするんだろうね。私もいい人をゲットしたいなー！」

　真美は浮かれた気分を隠せない様子で、目をキラキラと輝かせながらタブレット端末を操作している。

　私はもうアンケートに答えるだけですでに疲れているし、何よりさっきの井ノ瀬先輩に似た後ろ姿がやけに印象に残り、そればかりが気になっていた。

　もともと相手に望むものなど考えていなかった私だからアンケートの記入にも結構な時間がかかってしまい、気づくともうパーティーがスタートする時間になっていた。

「メイク直しの時間もなかったー！　でも、頑張るよ！　ねっ、朱里！」

「そ、そうね……」

　真美の気合いは想像以上のもので、ちょっと引き気味になってしまう。

　そんな彼女に手を引かれ、とうとう私は婚活パーティー会場へと足を踏み出した。






　会場内はホテルのロビー同様、サイトで見た写真よりもさらに煌びやかで品のあるラウンジだった。今日は晴天に恵まれているから窓から入り込む自然の光が美しくて、まさに爽やかな大人のパーティーという雰囲気だ。

　参加者も男女二十人ずつというちょうどいい人の多さに、なるべく目立つ行動だけはしないようにすれば、誰ともマッチングしないだろう、なんてことも考えていた。

「皆様、この度は弊社ハッピーマリッジパーティーが主催する婚活パーティーにご参加くださり、誠にありがとうございます！」

　一人一人ドリンクが行き渡った頃に、主催のスタッフがマイクを持ち挨拶をする。とうとうパーティーが始まるのだと緊張が走った。

　スタッフがテキパキと指示を出し、言われた通りに指定された席に私達女性は座る。椅子だけが円形の形に向き合うように用意されていて、トークの間、女性たちは固定、男性たちが次の椅子に動いて行く、という流れらしい。

　トークの時間は約三分。カップラーメンができるのと同じ時間で運命の相手を見極めろというのもかなりの無理難題なのではないかと思うけれど、これが婚活なんだろう。

　散々母のアドバイスを無下にしてきたけれど、第一印象が大事！　という母のアドバイスは、たしかなものだったと少しばかり反省した。

　まず、私の前に座った人はリクルートスーツを着た黒ぶち眼鏡の男性だった。ネームプレートには昭和っぽい名前が書いており、いかにも堅物……といった感じだ。

　まだスタッフのスタートの号令がかからないから、お互い向き合っているのも気まずく、視線を落としてしまう。

　二つ右にいる真美をチラリと見たら、笑顔を振りまいていて彼女の本気度が伝わってきた。

　もう、適当に話して終わらせよう……そんなことを考えていると、スタッフの「では、婚活パーティースタートいたします！　みなさまによい出会いがありますように!!」というテンションの高い号令でスタートした。

「……佐藤敏夫です。歳は二十八。金融関係で働いております。よろしくお願いします」

「あっ、よ、吉木朱里です……歳は二十六で医療機器メーカーの営業事務をしております。よろしくお願いします……」

　お互いガチガチに固まり、小声での自己紹介で始まった私の初めての婚活パーティー。

　そんな私に自分をよく見せられる余裕があるはずもなく、次々と周って来る男性と三分だけの会話でもかなりの体力を削られた。

　職種はサービス業から飲食業、さらには会社代表や公務員までいる。性格も様々で、ずっと自分の話をしている人もいれば、質問攻めの人もいて、緊張からか全然喋らない人もいた。

　これなら、井ノ瀬先輩から残業案件の資料作成を頼まれるほうが全然マシだ、と思えるほどの疲労感だ。早く終わってほしい……席を立ちたい、とウンザリしていると、二十番と書かれたネームプレートを着けた人が座り、その人が最後のトークの相手になった。

　これでようやくこのトーク地獄から解放される……と安堵して相手の顔に視線を向けると、自分の目を疑いたくなった。

「どうも！　井ノ瀬純哉、二十八歳です。職業は医療機器メーカーの営業をしています。よろしく！」

　毎日会社で聞く明るい声と、見慣れた眩しい笑顔で自己紹介をするこの人。

　そんな彼を見て、開いた口が塞がらない……とはまさに今の私のことだ。

　どうして？　なぜ井ノ瀬先輩がここにいるの!!　じゃあ、さっきのは見間違いじゃなかった！　井ノ瀬先輩も婚活パーティーの参加者?!

　疑問が次から次へと頭の中で湧き、言葉になって出て来ない。

　そんな私を、井ノ瀬先輩は大きな声で笑っていた。

「どうした？　喋り疲れて自己紹介も出来ないか？　あっ、それとも自己紹介なんかしなくてもいい親密な間柄って思われてもいいってことかな？」

　そんな軽口を言えるほど、井ノ瀬先輩は私がいることに微塵も驚いていない。ということは、私がいたことは最初からわかっていたんだ。

「な……ぜ……ここに……」

「ハハハッ。お前が出るって聞いて興味が湧いてな。俺も参加してみたんだ。案外楽しいな！」

　まるでついでに遊びに来たという感じであっけらかんと私に真相を話す。そのことに私は自己紹介も忘れ、井ノ瀬先輩に詰め寄った。

「私が出ることをわかっていたのなら、どうして言ってくれなかったんですか！」

「こういうサプライズもいいだろう。どうだ？　ビックリしたか？」

　底抜けに明るい性格は、ここでも発揮されるらしい。ただ驚愕しかない私の反応に、井ノ瀬先輩は楽しそうにずっと笑い続けていた。

「まさか井ノ瀬先輩も婚活に興味があったなんて、知らなかったです」

「それはこっちのセリフだぞ。乗り気じゃなかった割に、楽しそうに喋っていたじゃないか」

「だってあからさまに嫌な顔なんかできないじゃないですか」

「真面目だな。でもそのおかげでいい出会いもあっただろう」

「えっ？　どこに？」

「ここに」

　井ノ瀬先輩がはっきりと言った言葉と指先は、自分を指している。私はもう疲れ切って大きなため息を吐き出した。

「聞いた私が馬鹿でした」

「そう言うな。せっかく参加したんだ。俺と楽しもうじゃないか」

「どうして井ノ瀬先輩と？」

「じゃあ、俺以外にいい男はいたか？　もしいたって言うのなら男らしく身を退こう。でも、そうじゃないのなら、婚活の相手に俺はどうだ？」

「だ、だからどうして井ノ瀬先輩が……」

　どうしてか引き下がらない井ノ瀬先輩に、冷や汗と共に心臓がけたたましく暴れ出す。だって、さっきから井ノ瀬先輩からは、私だけを狙いに来た……みたいな勢いが感じられ、まるでマッチングを希望されているかと勘違いしてしまいそう。

「私よりずっと綺麗でキャリア志向の高い女性、いっぱいいますよ。そういう人の方が合うんじゃないですか？」

　真正面から先輩の顔を見れなくて、ぷいっと横を向いてしまう。その先には真美が今日一番に楽し気に話している顔が見え、少しホッとした。

「そんなことを言うな。俺はお前がいいんだ。お前を選びに来たんだぞ」

　ぐっと距離を詰め寄られて、いつもみたいな明るい声じゃなく、真剣さを含んだ声で伝えられた言葉に、心臓が一瞬、爆発するかと思った。

　今、私を選びに来たって言ったの……？

「な、にを……ほ、本気、ですか？」

「だって吉木、母親から相手を探してこいって言われているんだろう？　マッチングできた相手がいたと伝えられたら、それだけで安心してもらえるじゃないか。しばらくは親のお小言を聞かずに済むんじゃないかと思ってな」

　そして優しい声色で、私の身を心配してくれる、言葉を紡いでくれる。

　あぁ、そうか……井ノ瀬先輩は、この前、ストレスと疲れで倒れた時の私の悩みを聞いてくれた。今回の婚活パーティーにどれだけストレスがかかっているのかをわかっている。

　だから、私が無理矢理興味がない相手を選ぶという選択をしないように、参加してくれたのかも……面倒見のいい井ノ瀬先輩のことだ。彼ならやりかねない。それに、営業補佐である私がまた倒れたら困るもんね。

「先輩……本当に世話焼きですね」

「優しくていい男と言ってくれ」

　自分のことを褒める井ノ瀬先輩がおかしくてクスっと笑うと、先輩も微笑んでくれた。そんな会話を交わしていたら、あっという間に三分が経過して、十分の休憩時間を挟むというアナウンスが流れる。

「もうトークの終了の時間か。吉木、次のフリータイムは誰かと約束をしているか？」

「いえ……特には」

「じゃあ待ってろよ」

「あっ……」

　男性陣が先に移動するシステムだから井ノ瀬先輩は立ち上がり、この場から去って行った。私は今の言葉の意味をいったん整理するため、もう一度反復する。

　待ってろ……というのは、誰とも約束せず、彼が来ることを待っていろ、という意味なのだろうか。さっき、たしかにお前を選びに来たとは言われた。やはり、井ノ瀬先輩は本命の彼女を探しに来ただけじゃなく、私の面倒を見にわざわざ休日を使って来たっていうの……？

　そんなこと、本当にあり得るのだろうか。冷静に考えたら、いくら優しい人でも自分の貴重な時間を使ってまでやるはずがない。まず、私なら絶対にやらない。だって、私にとって何の身にもならないし、必要のない時間だからだ。

　でも、それがもし……大切な人だったら？　それが好意を寄せる人とか……

　そこまで考えると、一気に体温が上昇し、身体中が火傷しそうなくらい熱くなった。

「いくらなんでも都合よく考えすぎよね……」

　熱くなり過ぎた頬を何度も軽く叩き、熱を逃がす。その熱が逃げ切らないうちに、真美が私のもとにやってきた。

「朱里、どうだった？　いい人いた?!」

　真美は十歳くらい若返ったかのような元気のよさで、私に話しかけてくる。まだ熱が収まりきっていない私を見て、ビックリした声を上げていた。

「ちょ、どうしたの?!　その顔色！　そんなに好みの人がいたの?!」

「やだ、ちょっと……もっと声を小さくして……」

「だって、気になるよー！　あんなに乗り気じゃなかったのに、どうしたの？　どういう心境の変化？」

　真美が誤解するのも無理はない。私だって、彼女がこんな真っ赤に熱くなるくらいの顔色をしていたら、いい出会いがあったのだろうと勘違いするだろう。

「そ、そういう真美はどうだったの？　いい人はいた？」

「んっ？　うふふ……今日来て本当によかったと思える人はいたよー」

「本当？」

「うん、この後も上手く二人っきりになれたらいいな」

　どうやら真美も意中と言える相手を見つけたみたいだ。ホッとして胸を撫でおろす。

「頑張ってね」

「うん！　朱里も！」

「……はは」

　乾いた笑いで返し、少しだけため息をついた。それから、お互いに好感触だった男性のことについて話し合う。

　真美が惹かれた男性は、八番のネームプレートを着けている男性で、歳は二十九歳で高校の教職員だという。もともと野球をやっていて、野球部の顧問もしているらしい。容姿はスポーツマンらしく、短髪に背が高くて笑顔がとても爽やかだ。

　少し井ノ瀬先輩と雰囲気が似ているかも……と考えてしまうと、せっかく引いていた熱がまたぶり返してきた。真美に気付かれないように渡されていたタブレット端末で風を起こし、熱を冷ます。ふうっと息をはいて整えていると、こちらをジッと見る視線を感じた。

　その視線の方を見ると、男性参加者が集まっている輪の中にいる井ノ瀬先輩が私をジッと見ている。目と目が合うと、ニコッと柔らかく微笑み、右手を振る。あからさまなアプローチに恥ずかしさが頂点に達して、ぷいっと斜め上を向いてしまう。

「えっ！　朱里の気になる人ってあの人?!」

　そのやり取りを見ていた真美が小声だけど驚いた声で私に耳打ちをした。

「やっ……その……気になるっていうか、あとで話す相手っていうか……」

「それってフリータイムの時に一緒に過ごそうって言われたってことだよね？　すごい！　さっきの三分の間に言われるって早くない?!　朱里、相当気に入られているよ！」

　真美が思いのほか喜んでくれたものだから「いや、あの人は会社の先輩で私とパートナーを組んでいる人だから、私の様子を心配してこのパーティーに参加してくれているんだ」ってことを言い出しづらくなってしまう。

　だからもう、井ノ瀬先輩の話を出されても苦笑いだけを繰り返し、真美が気に入った人の話を聞くことに集中した。

　十分の休憩時間が過ぎ、スタッフからラウンジの中央に集まるようにアナウンスが入った。

　次のフリータイムは立食パーティー形式らしい。休憩時間の間に見るからに美味しそうに用意されたパーティーメニューがビュッフェスタイルでずらりと並んでいる。

　このラウンジのおススメメニューばかりなのだろう。高級なお肉を使ったローストビーフや新鮮なシーフードを使ったパエリア、グラタンに、女性が好きそうなチーズフォンデュも用意されている。しかも飲み物はアルコールもフリードリンクとなっており、これだけでもこの婚活パーティーに参加してよかったと思えてしまう。

「わぁ、美味しそうな料理ばっかり……！」

「もう、朱里ったら目的を間違えないでね！　まぁ……気持ちはわかるけれど」

　さっきまで意中の男性を射止めることを目的としていた真美だけど、今は目の前にあるビュッフェに目も心も奪われそうになっている。かくいう私も大好物の生ハムや、フルーツとクリームたっぷりのミニサイズのシュークリームがたくさん並んでいるせいで男性よりもそっちの方が気になるくらい。

　でも、料理はあくまでもおまけ。その証拠に、私の隣にいる女性はビュッフェ料理に見向きもしない。これは、今回の婚活パーティーに好みじゃない人がいてガッカリした人でも、このパーティーに来てよかったと思えるようにスタッフの人が考えたのだろう。

　だって、実際に今、この豪華なビュッフェのおかげで私がそう思っているもの。流行っているパーティーというのは、やはり何か魅力的なものが一つや二つ、備わっているんだ。

「参加者の皆様、大変お待たせいたしました！　待ち時間の間にお手持ちのタブレットで気になった方のプロフィールはチェック出来ましたでしょうか?!　今から二十分間のフリータイムとなります！　この時間を目一杯使って意中の方へのアプローチを頑張ってくださいませ！」

　スタッフのアナウンスが入り、今からフリータイムへと突入する。参加者の半数以上はまず気になった相手のもとに行き、誘いをかけていた。

　もちろん真美も高校教師のもとに行き、勇気を出して声をかけている。私はその後ろ姿を見つめ、強い祈りを込めた視線を送る。

　すると、願いが通じたのかすぐに承諾をもらえたようで、二人でドリンクを取りに行くその姿を見送った。

「あぁ、よかった」

「どうした？　なにがよかったんだ？」

「ひゃっ……！」

　驚いて肩が上がった私の後ろには、井ノ瀬先輩が私の顔を覗き込むような姿勢で立っていた。思いのほか近くにある顔に、心臓は小さな爆発を起こす。

「い、いきなり後ろに立たないでください」

「はははっ。今日は俺に驚いてばかりだな」

「楽しんでますよね、絶対」

「んっ？　まぁそうだな。楽しんでいるさ。お前の可愛い驚いた顔が見れるからな」

　そんなことを言われたら、さっきの小さな爆発なんか比べ物にならないくらいの大きな爆発が胸の中で起こる。恥ずかしさを隠すため、怒る顔をしても井ノ瀬先輩は楽し気に笑うだけだ。

「ほら、お前はビールでいいだろう？」
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　井ノ瀬先輩は両手に持っていたグラスのうちの一つを私に差し出してくれる。渡してくれたのはビールだ。井ノ瀬先輩とは会社の新年会や忘年会を一緒に行ったことがあり、その時缶ビールが一番好きだと話したことがある。だから、缶ビールが私の大好物であるということを覚えていてくれたのだろう。

　私は両手で受け取り、お礼を言う。

「ありがとうございます」

「で、どうだ？　いい男はいたか？」

「さぁ……ただ私を驚かせて笑っている人は井ノ瀬先輩くらいです」

　根に持っている女と思われるだろう。でも、実際本当に誰もいないからこんな返事しかできなかった。

「それは置いといて、だ。本心はどうだ？　少しくらいいいなって奴はいたのか？」

　誰にも聞こえないように耳元にまで口を近付け、私にしか聞こえない声で先輩は喋る。

　吐息が耳にかかり、ぞくりと身体が震え、変な気持ちになってしまう。どうしてこんな気持ちになっちゃうの……？　とパニックになりかけながら、私は必死に平静を保って答えた。

「……いたらどうします？」

「そうだなー……このフリータイム全ての時間を駆使して、吉木の気持ちを俺に振り向かせるように頑張るとするか」

　だからどうしてこの人は今日、こんなことばかり言うのだろう。そう言われて胸が高鳴る私もどうかしている。こんなの、今までの私達の関係じゃ考えられないことだ。

　この状況に我慢できなくて、なんとかいつもの私の言葉を捻り出して口を開いた。

「もう、またそんなこと言って。嘘ですよ。いません。正直、気疲れしただけです」

「なんだ、みんなトークが下手くそなんだな。俺なんかちょっと喋っただけだが、さっき何人かに声をかけられたぞ」

「えっ……？　それって、一緒に過ごしましょうとか、そういうのですか？」

「あぁ。でも、先約があるからって断ってきた」

「何人くらい……ですか？」

「多分、八人か？　いちいち数えていないからわからんな」

　やっぱりこの先輩はモテるのだとつくづく実感する。彼が一人になるのを待っているのか、私と井ノ瀬先輩の周りを、八人の女性たちが輪を作るように囲っている。

　チクチクと突き刺さる視線が痛くて、下を向いてしまった。

「あの……先輩。私にお気遣いなく……ほら、他の女性も待ってますし、そちらに行って下さい」

　どうぞと手を差し出し、先輩を囲んで輪を作っている彼女達の方へ行くように促す。それなのに、井ノ瀬先輩は差し出した私の手を取り、逃げるように歩き出した。

「えっ、ちょ……先輩！」

「離れたところに行くぞ。二人きりになりたい」

　そんなことを言われたら、焦る気持ちから手汗が一気に出てしまいそうだ。私はどう反応するのが正解なのかわからず、下を向いてギュッと唇を噛みしめる。

　広いラウンジは参加者四十人のパーティーには広すぎて、人がいない場所はどこでも確保できた。井ノ瀬先輩はビュッフェ料理が置かれているテーブルから斜め向こうの場所に移動すると決めたらしく、私もそこまで連れて行かれる。

「あの……彼女達、置いてきてよかったんですか？　すごくこっちを見てますよ」

「全く気にならん。それに違う女性と喋りたかったら、さっきのトークの時にお前をフリータイムに誘ったりしないだろう」

「まぁ……そう、ですね……」

　井ノ瀬先輩の言動と行動に私自身がついて行けなくて、緊張で乾いた喉を潤すためにグラスビールを半分くらい一気に飲む。冷たさと大好きな苦みが身体に行き渡り、少しホッとした。

「おいおい、乾杯くらいしろよ」

「あっ、そうでした！　すみません」

　ククッと笑いながら慌てて井ノ瀬先輩とグラスを合わせて音を鳴らす。そして残っていたビールを飲みほした。

「ははっ、相変わらずビールが好きな奴だな」

「えぇ。昔からお酒はこればっかりですから」

「吉木はこれって決めたら、簡単に変えないよな」

「そうですね。自分は頑固な性格だと思います。それにコロコロと意見を変えたり、不必要なものを揃えて、視界も頭もごちゃごちゃになるのが嫌なんです。無駄なものはいらないので」

「うん、お前らしい。そういう揺るがない精神は好きだぞ」

「はっ……はぁ……」

　ここは可愛げがないって言われてもしょうがないところだと思うけれど、井ノ瀬先輩はこういう私の意見を肯定してくれる。

　しかも好きだと言われてしまった……この「好き」は多分、同じ会社で働く会社員として、部下として好きだという意味だろう。

　しかし、婚活という恋愛をベースにしている場所で「好き」だなんてハッキリと言われたら、勘違いしてしまいそうになる。

　私は割り切る性格だ、誰かの意見なんかに流されない……本来の自分自身の性格を取り戻したいのに、さっきから井ノ瀬先輩のペースに乗せられて、ずっとたどたどしい言葉しか喋っていない。

　肩の力を抜くために大きく深呼吸をして、目を瞑り息をはいた。井ノ瀬先輩は私の一連の行動をジッと見ていて、そして口角を上げている。

「その動き、お前が強烈に緊張している時によくやる動きだよな」

「知ってたんですか？」

「何年一緒にいると思っているんだ。吉木の癖や仕草なんてお見通しだぞ」

　前髪をクシャっと撫でられ、ポンポンとされる。これは井ノ瀬先輩が後輩を可愛がる時によくやる仕草だ。私もよくしてもらっているもの。

「先輩も後輩達の前髪をクシャってやるの、よくやりますよね。契約が取れた時とか仕事が早くできた時とかに」

「あぁ、そうだな。でも、女にやってるのはお前だけだぞ」

「えっ……」

　驚いた私の前髪を撫でていた手が頬に滑り、手の甲で何度も撫でられる。こんなこと、初めてされた。でも、嫌じゃない。頬に勝手に熱が集まり、顔が真っ赤に染め上がる。

「吉木、さっきお前は自分のこと頑固な性格って言ったよな？」

「は、はい……」

「じゃあ、この後のマッチングも俺のことを選べよ。気持ちが揺らいで他の男を指名するな」

　しっかりと強い口調で言われ、先輩からは圧さえも感じる。まるで束縛に近い状況に戸惑いが生まれ、心臓がバクバクと鳴って忙しい。

「えっと……」

「返事は？」

「……はい」

「よし、約束だぞ」

　つい「はい」と返事をしてしまった。そしてやっぱり嫌じゃない気持ちが大きい。

　それは、井ノ瀬先輩が昔から知っている人だからだろうか。信頼しているから？　いや、それだけじゃない気もする。この浮かれそうになっている感情を私は昔何度か経験したことがある。

「そろそろフリータイムも終わりか。呆気ないな。こんなもので結婚する相手を決めるなんて、なかなか安易な方法だと思うんだが」

「先輩、それはタブーですよ。ここにいる人達は真剣なんですから。そもそもそんなことを思っているのなら、どうして参加なんかしたんですか……」

「だから、お前のためだって」

　頬を撫でていた手は、今度は顎の下に滑り、猫を愛でるようにこちょこちょされる。私は本物の猫のように怒った顔をしたけれど、それも笑ってかわされた。

　そして、スタッフの「フリータイムは終了いたします！　皆様指定の位置にお戻りください！」というアナウンスが入る。

「じゃあな。今からマッチングが成功する瞬間が楽しみだな」

「うぅ……」

　逃げ場がなくなり、もうこれで井ノ瀬先輩とマッチングするしかなくなってしまった。

　でもまぁいいか……これでとりあえず、母親や真美からは当分婚活のことでうるさく言われることはないだろう。マッチングした相手とは、適当に会う日を作って会っていると言っておけば安心するだろうし。

「では……また後で……」

「おう」

　ぺこりと頭を下げ、私は元居た場所へと戻る。井ノ瀬先輩を狙っていた女性たちの視線がチクチク痛かったけれど、これももうしばらくの我慢だと思えば、耐えることはできた。

「朱里、おかえり！　どうだった？　上手くいきそう？」

　私を待っていた真美が、それは明るい笑顔で迎えてくれる。こんな顔をされては、首を横に振ることはできない。

「まぁ、なんとか。それよりも真美の方が上手くいったんじゃない？　表情がさっきとは別人のように生き生きしてるよ」

「えへへ。うん、多分……マッチングできそう」

　意中の人との時間は真美にとって最高の時間だったようで、こんなに輝きのある瞳をした真美を見るのは久しぶりだ。

　やはり人を変えるのは、新しい恋とかそういうものなんだろうか。

「朱里もさっき話していた人とマッチングできそう？　すっごいイケメンだったよね！　背も高いし笑顔も素敵だったし。あの人、多分人気ナンバーワンだよ！　結構狙ってる人多そうだったもの」

「そ、そうね……」

　井ノ瀬先輩が人気ナンバーワンになることはわかりきっていたことだ。会社でも同じフロアの女性社員からだけじゃなくて、他部署の女性社員からもアプローチされている話は聞いたことがある。だから、パートナーを組んでいる私は井ノ瀬先輩のスケジュールを聞かれたことなんて数え切れないほどあるし。

　だからこそ、どうしてたいして魅力もない地味な私に、ここまでしてくれるのだろうかって考えてしまう。

　そんなことをグズグズと考えていたら、とうとうマッチングの相手を選ぶ時間が訪れてしまった。各自最初に渡されたタブレットがまた渡され、そこに第一希望から第五希望の番号を記入し、カップルが成立した当人同士だけのタブレットに結果が送信されるという流れらしい。

「私は迷いなく八番の彼！　朱里は？」

「私は……」

　悩む素振りをしながら、私も迷いなく二十番の番号を記入する。画面に映し出された井ノ瀬純哉という名前をしっかりと確認してから、勇気を出して画面をタップした。

「……うん、できた」

　一仕事を終えた気になって肩の力を抜くと、記入を終えた真美が私の顔を見つめる。

「ドキドキだね」

「うん……ドキドキする」

「朱里、こういうの久しぶりじゃない？」

「えっ……？」

「男の人のことで悩んじゃったりすること」

　真美はそう言うと、私のタブレットに映し出されている井ノ瀬純哉の名前を指さす。

「だって、朱里って大学の時の彼氏以来、恋愛とか全く興味なく今まで過ごして来たじゃない？　だから、すごく久しぶりだろうなぁって」

「たしかに……そうだね」

「ちょっと楽しいでしょ？」

　腕をツンッと突かれ、ニヤッと笑われてしまう。図星な私は苦笑いを零しながら返事をした。

「えぇ……っと」

「朱里のシンプルを好む生活もすごく素敵だと思うけどさ。時々、こういうのも悪くないよね。その人のことばかりあーだこーだ悩んで考えちゃうの。たまには潤いも必要よね」

「潤いね……」

　潤いと言われたけれど、井ノ瀬先輩はどちらかというと元気を与えてくれる人だな、と思う。いつも真面目に地味に生きている私に、明るさをくれる人だ。こんな人ってとても貴重なんだろうなと真美との会話を通じて改めて感じた。

「それでは皆様！　もう記入はお済みでしょうか！　そろそろカップル成立のお知らせを発表したいと思います!!」

　ひときわテンションの高いスタッフが声を張り、ラウンジ中に響く声で言ったと同時に、私と真美の持っていたタブレットに結果発表というボタンが追加された。

　そのボタンをタップすると、マッチングの結果が示される仕組みだ。

　私と真美は顔を見合わせて人差し指でタップをする。

　すると、キラキラと星が現れたあと「おめでとうございます!!」というメッセージが現れる。息が止まり、目を見開いてまたタップすると、「二十番の井ノ瀬純哉さまとカップリングが成立いたしました！」というメッセージが現れた。

　そして真美の方にも「おめでとうございます！」というメッセージが現れていて、真美もカップリングに成功したようだ。

「きゃー！　よかった、朱里！　お互いよかったね！」

「う、うん……！」

　ホッとしたのと、これからどうしようという気持ちが複雑にこんがらがっている。だってマッチングが成功したのだから、今から井ノ瀬先輩と二人きりだ。

　視線を泳がせていたけれど、勇気を出して井ノ瀬先輩の方を見る。井ノ瀬先輩は、私の方を見ていて照れくさそうに頬を人差し指で掻きながら、はにかんで嬉しそうな顔をしてくれた。

　まるで少年のような表情に、胸の奥がキュンとなった。それは私にとって久しぶりの感情で、戸惑うばかりで……

　でも、嫌じゃないのは相手が井ノ瀬先輩だからだろうか。羞恥心に襲われ、ペコっと頭を下げることしかできなかった。

「では、カップリングが成立した四組の方には、プレゼントとしてこちらのホテルのスイートルームのペア宿泊券をプレゼントさせていただきます！　そして四組の方々には今から別室に行っていただき、二人きりの時間を過ごしてもらいます。なにか疑問や質問がありましたら遠慮なくスタッフにお声をかけてくださいませ！　では、本日はお疲れ様でした!!」

　スタッフの挨拶が終わると、カップリングが成立しなかった人たちはそれぞれ帰って行った。成立した四組は、それぞれのカップルに別れてラウンジの個室でゆっくりとお話をしてもらう、ということらしい。

「それじゃあ行くか」

　井ノ瀬先輩が私の背中に手を当て、エスコートしてくれる。薄い生地のワンピース一枚だから、先輩の手のひらの感触がダイレクトに背中から伝わって来る。

「は、はい……」

「そう緊張するな。俺も緊張してくるだろうが」

「そ、そんな風には見えません」

「そうか？　これでも着飾った吉木を見て、緊張しているんだけどな」

　となりにいる井ノ瀬先輩の顔を見上げ、瞬きを何回もする。「なんだよ」と照れくさそうに言われ、褒めてもらえたことが嬉しくてクスッと笑ってしまった。

「お世辞としてとらえておきます。ありがとうございます」

「本当にしぶといな、お前」

　なんだかあり得ない独り言が聞こえた気がしたけれど、空耳だろうと思ってスルーをした。そしてスタッフに案内されてラウンジの個室に入り、二人掛け用の深紅色のソファに座った。ベロアの素材が気持ちよくてクッションもフワフワしている。

　フリータイムの間、パンプスでずっと立ちっぱなしだったから、足がもう棒のようになっていた。

「ふぅ……疲れた」

「おぅ、お疲れ」

　井ノ瀬先輩も同じようなため息をつき、私のとなりに深く座る。仕事でもあまり見せない疲れた顔にちょっと驚いた。

「意外です。井ノ瀬先輩でも疲れたりするんですね」

「俺はスーパーマンじゃねーぞ」

「そんなふうには思ってませんけど。営業で慣れているから、人と話すことは苦痛じゃないと思ってました」

「営業トークと女を口説くのは全然違うだろ。こっちの方がずっと疲れる」

「こっちの方」と言いながら、井ノ瀬先輩が私のこめかみ辺りを指で擦った。それで、私のことを言っているのだろうと直感で感じた。

「なっ……」

　オブラートに包まず言われた言葉に、言葉にならない声が出る。先輩はもう私のこんな反応に慣れたのだろう。ソファの肘掛けに腕を置き、頬杖をつく。

「とりあえず、お疲れの乾杯をするか。さっきスタッフに聞いたら、ここでもフリードリンクで飲んでいいらしい。さっきと同じビールでいいか？」

「は、はい……」

　私がロボットのように固い動きで頷くと、井ノ瀬先輩は立ち上がり、ドリンクを取りに行ってくれた。私は溢れ出てきた額の汗を拭くために、急いで鞄からハンカチを取り出して汗を拭く。

「せ、先輩……本気なの？」

　このままだと、アルコールに飲まれ、泥酔した感覚に襲われてしまいそう。それくらい、今の私は熱に浮かされている。

「し、しっかりするのよ。私……」

　ハンカチを鞄に戻すついでに、ミニサイズの鏡をポーチから取り出す。鏡を見た自分の顔は汗でメイクがよれていて、頬もチークの色以上に真っ赤になっている。

「酷い顔……」

　こんな顔を近い距離で覗き込まれたら、毛穴や荒れた肌もバッチリ井ノ瀬先輩に見られちゃう。いや、それ以前にそんな近い距離での行為をする展開があるの？　いやいや、そんなことあるはずない。だって、先輩は私の身体とメンタルを心配して、お節介をしにきてくれただけだ。でも、今日の先輩は私に好意があるようなことばかり囁いていて……だったら、もしかしてもしかすると、この先なにか展開があるかもしれない……??

　グルグルと色んなことを考えていたら、井ノ瀬先輩がドリンクのグラスを二つ手に持ち、戻ってきた。

「お、お、おかえりなさい……です！　ドリンクありがとうございます！」

「お、おう……どうした？　えらく気合いが入った出迎えだな」

「いえ……」

　慣れないことを考えすぎた頭は完全にパンクしてしまい、もう何が正解かわからなくなってしまった。でも、井ノ瀬先輩はそんな私にも優しい。

「ついでに腹に何か入れるものも取って来てやるよ。すきっ腹にアルコールは酔うからな。吉木、生ハムが好きだったよな。バゲットと一緒に食うか？」

「……はい」

「よし、待ってろ」

　もう痒い所に手が届く先輩の行動に、甘えっぱなしの私。だって、井ノ瀬先輩は私の面倒を見る時、とてもいい笑顔と優しい声で喋りかけてくれるから、つい、甘えてしまうんだ。

　その優しさは、彼の指が私の顔に触れる回数が多いせいか、今日はひときわ特別に感じられた。だから、こんなにも意識してしまうのかもしれない。そして、この感情は酷く懐かしい。

　自分にも、この感情に没頭してしまっていた時期があったからだ。

　だけど、それには苦い思い出と辛い痛みの記憶しかない。それを忘れたくて、そして時間が過ぎるにつれ熱くなっていく井ノ瀬先輩への想いを誤魔化すため、あまり強くないアルコールを何杯もおかわりしてしまった。

　そのせいで、私の記憶は途中で途切れ、意識はまどろんでしまい、視界は真っ黒になった。

















第四章












　肌触りのよい素材が頬に触れる。雲のように柔らかくて最高に気持ちよく、できることならずっと埋もれていたいくらい。

　でも、重い瞼を開けなくてはいけない。頭の中でもう一人の私がそう言っているような気がして、ゆっくりと瞼を開けた。

「起きたか？」

　何度か瞬きをして眩しい光を我慢しながら声がした方を見つめる。すると、そこには私を見下ろす井ノ瀬先輩の顔があった。

「あっ……井ノ瀬先輩……」

「一気に起き上がるな。また気分が悪くなるぞ」

　勢いよく起き上がった瞬間、視界がぐるりと回る。そして、先輩は私の背中に手を当てて支えてくれ、ベッドの縁に座った。

　今の自分の状態が嫌でもわかる。私、お酒を飲み過ぎて意識を無くしちゃったんだ。

「すまんな。調子に乗って飲ませすぎた。大丈夫か？」

「いえ……飲んだ私が悪いんです。すみません、迷惑をおかけして……」

「気にするな。水は飲めるか？」

「はい、喉がカラカラです」

「わかった」

　飲み過ぎたお酒のせいで喉が渇いている。そのことにすぐに気付いてくれ、井ノ瀬先輩は水を取りに別室に行った。

　それにしてもここはどこだろう。虚ろな目で見渡すとドラマのワンシーンのようなセレブリティ溢れる景色が広がっている。

　私が眠っていたベッドはキングサイズぐらいはある大きなベッドだ。目の前の景色は全面ガラス張りで、夜ならば最高に綺麗な夜景が楽しめるだろう。

　今はだいだい色の夕日で照らされていて、酔いが少し落ち着いた。

「これって……どう見てもホテルの一室よね。しかもスイートルーム？」

　部屋の豪華さを見る限り、普通の部屋じゃない。私はキョロキョロと周りを見渡した後、ゆっくりと自分の身体に視線を移し、そして自分の姿を見て驚愕をした。ワンピースの裾がめくれ上がり、膝上まで生足を曝け出していたのだ。

　この姿を井ノ瀬先輩に見られていたのかと思うと、恥ずかしくて沸騰して頭から湯気が出てきそう！

　ササッと裾を戻し、ベッドの上に座り直す。それと同時に井ノ瀬先輩が水が入ったグラスを手に持って戻ってきた。

「おっ、表情はしっかりしてきたな。よかった」

「は、はい……あの、先輩この部屋って……」

「あぁ、あの婚活パーティー。マッチング成功者にはスイートルームの宿泊券のプレゼントがあるだろ？　それを使ってこの部屋を借りた。すごいな、スイートルームなんて俺も初めて入ったぞ」

　やっぱり私の予想は当たっていた。

「ラウンジで酔いつぶれたお前を放っておくことなんてできなかったからな。住んでいる家も知らないし、これしか方法はなかったんだ。驚かせてすまない」

「い、いえ……」

　謝罪されながら渡されたグラスを手に取り、喉の渇きを我慢できなかった私は「いただきます」と言って一気に飲み干す。冷たい水が喉を通って行き、爽快感に包まれて気持ちが良かった。

「まぁ、一応保身のために言っておくが、何もしていないぞ。ここに運んだ以外、吉木には指一本触れていないからな」

　井ノ瀬先輩は両手を上げ、何もしていないというジェスチャーをしている。私はグラスをサイドテーブルに静かに置くと、苦笑いを零しながら答えた。

「そんなことわかってますよ。井ノ瀬先輩は紳士ですもん」

　職場の彼は面倒見がよく、女性にも男性にも優しい。今日はちょっと先輩らしくないところをたくさん見てしまったけれど、でも、やっぱり信頼している先輩だ。

　酔った女性を見境なく襲う人なんかじゃないってことはわかっている。

「……これでも結構、自制してたんだけどな」

「えっ？」

「いや、俺も男ってことだ」

「……はぁ」

　後頭部を掻きながら、井ノ瀬先輩はベッドに座っている私の隣にゆっくりと座る。このベッドは相当な高級品なのだろう。大人二人が乗ってもちょうどいいクッション性は保たれたままだ。距離が近づいた彼に心臓が高鳴り、私は正座をして井ノ瀬先輩の横顔を見つめた。

「吉木、あんなに酒に弱かったんだな。今まで飲み会の時に無理をさせていたか？　あっ、吸っていいか？　ずっと我慢してたんだ」

　スーツの内ポケットからメンソールの煙草を取り出し、私に許可を取る。パーティー中は禁煙だったから、普段煙草を吸う井ノ瀬先輩からすれば辛かっただろう。私が「どうぞ」というと、煙草を一本取り出し、ジッポライターで火をつける。私はその動作を見ながら、口を開いた。

「いえ、今回はちょっと乱暴に飲み過ぎちゃっただけです。自分のせいなので先輩は悪くないです」

「それは今日の俺が原因か？　嫌な思いをさせてしまったか？」

　紫煙をくゆらせながら心底申し訳なさそうな顔をして、覗き込むように私の様子を窺ってくる。こんな頼りない井ノ瀬先輩を見る機会はあまりなく、戸惑ってしまう。

「そんなこと……」

「いや、俺のせいだろう。色々と無理を言ってすまなかったな」

「そんなことないです。その……い、嫌だとは思っていませんでしたから」

「でも、やけ酒みたいな飲み方をしていただろう。嫌な気分にさせていたんじゃないか？」

「それは……」

　私がお酒に走った理由は、認めたくない井ノ瀬先輩への気持ちを誤魔化すのに必死だったからだ。恋愛はしたくない。私は必要最低限のものに囲まれたシンプルな暮らしを選んで、一人で過ごすことが一番だとまだ思っていたかった。

　それがこんな機会で崩れるとは想像もしていなかった……お酒の力を借りなきゃ自分の気持ちも整理できなかった。私が幼かっただけだ。

「私が幼稚なんです。自分の気持ちもコントロールできない、だめな奴だから」

「吉木が幼稚？　そんなはずはない。俺はさっきも言ったが、お前のぶれない性格は好きだぞ」

　ストレートに言葉をぶつけられて、身体に力が入る。でも、今の自分は井ノ瀬先輩が知っている自分じゃないから、首を左右に思い切り振った。

「いいえ、私は全然ダメです。やっぱり昔から何も変わっていない」

「……過去に何かあったのか？」

　私の力のない声に気付いてくれ、体勢を変えて向き合ってくれる。私は正座をしていた体勢を崩し、両膝を抱えるように座った。

「……今から言うこと、休養室の時と同じ様に聞き流してくれますか？」

　井ノ瀬先輩は穏やかに微笑えむとまだ吸い終わっていない煙草を携帯灰皿に押し付け、スーツの内ポケットに戻すと私の丸くなった背中を擦ってくれる。その手付きが優しくて、私の荒んだ心はほぐれていく。

「私……大学時代まではこんなんじゃなかったんです。もっと普通の女の子……というか、普通よりずっと恋や遊びを楽しんでいたタイプでした」

　思い出すと口の中が苦くなり、唇を噛みしめたくなる。そして、そんな私の告白に井ノ瀬先輩が一番驚いていて、言葉も出ないみたいだ。

「今日一緒にいた真美って子や当時仲が良かった女の子たちといつも一緒にいました。大学に行って毎日バイトをしてカラオケやショッピングも楽しんで……よく合コンもしていました。そこで仲良くなった男の子とも遊んだり、休みには旅行も楽しんで……本当に、充実した毎日を過ごしていたんです」

「でも……」とそこで言葉を濁す。続きを言うには昔の嫌な思い出を言葉にしなくてはいけない。でも、ここまで喋ってしまった以上あとには引けないし、このモヤモヤした気持ちをどうにか消化したかった。

「……大学三年の時、合コンで知り合って付き合っていた人がいたんです。私、本当にその人のことが大好きで、ずっと一緒にいたいって思ってました。この人のためならなんだってしてあげたいし、実際色々としてあげていて……自分の時間も全てその人に使っていました。もちろんお金も」

　そこまで言うと、どんな恋愛をしていたか先輩には伝わっただろう。住んでいた部屋に当時付き合っていたその人は時たま気まぐれにやってくるようになって、彼のお世話はもちろん、バイト代も自由な時間も彼のために使っていた。それほど、惚れこんでいた相手だった。

「だからって相手が私のために何かしてくれたのか？　と言われたら、ただ甘い言葉をくれただけでした。好きだよって、ずっと一緒にいたいって言われるだけで私は舞い上がって喜んでいたんです。本当、今思うとバカみたい。騙されていたことに気付かなかった」

　今度こそ唇をギュッと噛みしめ、込み上がってくる想いを堪える。目を瞑り、深呼吸してから私は次の言葉を吐き出した。

「彼……私が当時、仲が良かった女の子と私で二股していたんです。相手の女の子は私と彼が付き合っていたということを知っていました。知っていて、私の彼氏と付き合っていたんです。というか……私が浮気相手でした。もともと、彼とその子はずっと付き合っていたんです。私が彼にあげたお金は二人で遊ぶお金になっていたんです。それを教えてくれたのは、真美でした。彼女だけは私の味方だった。裏切られたショックで私は……」

「もういい」

　最後まで喋ることはできなかった。なぜならば、井ノ瀬先輩が私をその腕の中に包み込むように抱き寄せてくれたからだ。

「そんな経験をしたから、お前は今でも一人でいることを選んでいるんだな」

「……はい」

　この時の経験で、私は必要なもの以外持たないことを選んだ。色々と持ちすぎてしまった結果、周りが見えなくなって自分が傷ついただけだった。

「……すまなかった。俺は今までお前は強い女だとずっと思っていた。でも、そうじゃないんだな。弱いから、もう傷つきたくないから、お前は一人でいるんだな」

　井ノ瀬先輩に自分の本音を見抜かれていつもなら羞恥心が先に勝ち、憎まれ口を叩くところだ。でも、今は理解してもらえてホッと安堵している自分がいる。わかってもらえて嬉しいと……そう感じている。

「こんな自分は寂しい人間だし……女としても可愛くないと自分でもわかってます」

「そうか？　俺はそんな吉木もひっくるめて可愛いと思うぞ」

　抱きしめられている腕の中で、一気に熱が上がる。井ノ瀬先輩が私を抱きしめる力が強くなったせいだ。

　そして、いつもより優しい声で先輩は話を続けていくから、私は余計彼を意識してしまう。

「あぁ、そうか。だから、今日みたいな婚活パーティーも乗り気じゃなかったのか？」

「これはその……こんな短期間で将来のパートナーを見つけるとか、現実的じゃないというか」

「ハハハッ。その考えが吉木らしいな。うん、それを聞いて俺としては安心したよ」

　そのまま身体を包み込んでいた腕は私の後頭部をあやすように何度も撫でる。私はまだお酒が残っていたのか、そのまま自分の奥底の本心を曝け出してしまう。

「でも……今日の私、おかしいんです。また傷つくのかもしれないのに、また昔のような想いを感じ始めているんです。そんな自分が嫌で馬鹿みたいにお酒を飲んじゃって……」

　行き場のない手でこぶしを作り、井ノ瀬先輩のジャケットを真っ直ぐ見つめていた。今、この状況で目と目が合ってしまうと、何かが起きてしまいそうなそんな予感がしていたから。それなのに、後頭部を撫でていた手が顎に添えられ私の顔をそのまま上げた。

「それは俺のせいか？」

　至近距離で先輩の唇が動く。薄く開いた唇からは、朗らかで明るい先輩の声の名残はもうなかった。

「えっと……それは……」

「俺のせいなら責任を取らなくちゃいけないな？」

「えっ……」

　そして、そのまま至近距離にあった唇が私の唇に触れ、ゼロの距離になる。柔らかく唇が重なり声を発することができなかった。微かに彼がいつも吸っている煙草の匂いと今、飲んでいたお酒の味が混ざり、井ノ瀬先輩の香りでいっぱいになる。

　だから、私は目一杯の力を込めて井ノ瀬先輩のジャケットを握った。少しの間だけ重なった唇は離れ、私は深く呼吸をする。顔色は耳まで真っ赤になっていた。

「俺とこうなるのは、嫌じゃないか？」

「それ……は……」

　嫌か？　と言われればそれは違うと言ってしまいそうになる自分に一番驚いている。今の私は井ノ瀬先輩のことを男として意識している。それに、この先のことがわからないほど私も子どもじゃない。

　今のこの状況、そうなってもおかしくない。嫌なら逃げればいい。井ノ瀬先輩も逃げようと思えば逃げられるくらいの力の弱さで私を捕えている。だけど、私は彼の腕に包まれたまま微動だにしない。

　だから、逃げないのは自分の意思だ。

「俺はずっと、お前とこうなることを望んでいた。ずっと、吉木に触れたかった」

「せんぱ……」

「嫌なら、罵倒するなり蹴り上げるなり、好きに抵抗してくれ」

「……っ！」

　今度は強めに唇を寄せられ、食むように何度も顔の向きを変えて唇を貪られる。

　どうしてこんなことになっているのだろうと混乱する頭の中で、井ノ瀬先輩を受け入れてしまっている。それは紛れもなく自分の意思で、今は優しく求められるのが素直に嬉しかった。甘い言葉を囁かれながら一人の女として認めてもらい、受け入れてもらえることも堪らなく嬉しかった。

　一人で生きようと頑張ったけれど、やっぱり私は昔からちっとも変わっていない……

　一人でいることが好きなんじゃない。一人でいることに慣れようと今までずっと気を張っていた。でも、結局はこうして男の人に求められて喜んでいる。それも、面倒な先輩だといいつつも心の奥底では尊敬している井ノ瀬先輩だから余計に心も喜んでいる。

　重なった唇に自分の唇も押し付け、先輩の背中に両腕を回して首元に絡める。私の動きに反応した先輩は、そのまま私をベッドの上に優しく押し倒した。

「抵抗しないのなら、このままお前を抱くぞ」

　ストレートに投げられた言葉に、私は反抗しないまま頷いた。唇を真一文字にして究極に恥ずかしいのを我慢している。だって、相手は毎日顔を合わせる井ノ瀬先輩なんだ。恥ずかしくならないほうが難しい。

　でも、やっぱり恥ずかしがっているのは私だけで、井ノ瀬先輩は嬉しそうに微笑み、そして熱い瞳で私を見下ろして男の顔をした。

「……悪いな。もう歯止めがきかない」

「いえ……あ、謝らないでください……その、同意の上ということで……」

「ははっ、ここでも契約書を書いている気分だな」

　そう言いながら顔を下ろしてくるからクスクスと笑う声が首にかかり、耳朶の下がくすぐったい。首を右に向けて逃げると、露わになっている首筋に井ノ瀬先輩がリップ音を鳴らせて吸い付いた。

「あ、あの……」

「わかってる。痕はつけないから安心しろ」

　唇を首筋にくっつけたまま、先輩は何度も私の肌に吸い付いた。痕を残さない程度に軽く吸い付き、そして舌を這わせて私の反応を確認している。

「ひゃ……く、くすぐったい……！」

「吉木の肌は真っ白で綺麗だな。目にする度、何度も触れたいっていつも思ってた」

「そ、そんなこと……仕事中に何考えているんですか！」

「ふっ。やっぱり怒られると思った」

　吸い付く音は何度も繰り返され、こそばゆさに悶えるけれど先輩が私の手首をしっかりと捕まえていて最低限の動きしかできない。足もジッとできなくてシーツの上で円を描くように動くけど、それも井ノ瀬先輩の両膝で止められてしまった。

　先輩の唇がもう一度私の唇と重なり、彼の舌先でこじ開けられる。隙間から入ってきた舌は私の舌を絡め取り、息が上がっていく。熱い吐息が重なった唇の隙間から零れた。

「ふぁ……先ぱ……」

「吉木……」

　絡み合っていた舌が解放され、甘えた声を出してしまう。井ノ瀬先輩は擦れた声で私を呼びながら、手首をしっかりと捉えていた手は、次に私のワンピースの裾をめくり上げた。

　露わになる太腿に、先輩のごつごつした手が滑る。彼の両膝で抑えられている私の足はふるふると震えていた。

「柔らかくて気持ちがいい。今すぐにかぶりつきたい」

「か、かぶりつくって……」

　先輩の野獣のような求め方に戸惑ってしまう。井ノ瀬先輩の手は内腿の一番柔らかいところを何度も鷲掴みにして、私の肌を楽しんでいる。

「やっ、ちょっと……本当にこそばゆいですから！」

「その割にしっかりと感じているぞ。特にここ」

　内腿を鷲掴みにしていた指が、私の丸見えになっているショーツのクロッチ部分を上下に擦った。その瞬間、ずっと疼いていた下腹の辺りから熱いものが滴ってくるのがわかる。

「ひゃっ」

「ははっ、ビックリしている声が可愛いな」

　私の仕草や言動を確かめると、井ノ瀬先輩は本当に愛おしそうに見つめてくる。その熱のこもった瞳に囚われると逃げるという選択肢は完全になくなり、むくれた顔をするのが精一杯だ。

「……いいな。その顔を思いっきり崩したい」

「あっ……！」

　井ノ瀬先輩はその言葉を合図に背中に手を回してワンピースのファスナーを下ろし、そのまま脱がせた後ベッドの下に落とした。下着姿一枚になった私を上から下までじっくりと凝視した後、喉を鳴らせて息を呑む。喉元が苦しいのかネクタイを強引に解くとジャケットもワイシャツもすぐに脱ぎ捨て、逞しい上半身を露わにした。

　先輩の身体は想像以上に筋肉質で、スーツで隠しているのが勿体ないと思うほどだ。ずっと見ているのが恥ずかしくなり、視線を斜め下に落としてしまう。その時に思い出したのは、自分の下着姿だ、ワンピースの邪魔にならないようにと選んだシンプルなベージュ色の上下の下着は、とてもじゃないけど色っぽくは見えない。

「じ、地味な下着で……すみません」

　こんな展開を予想していたわけじゃないから謝るのもおかしいけれど、ガッカリさせたのなら申し訳ないという思いからの言葉だ。私の謝罪に井ノ瀬先輩はクスッと笑った。

「そんなことを気にしていたのか。吉木の白い肌が際立って見えるから、これはこれですごくそそられるぞ」

　自分をけなす言葉をはけば、先輩は私を喜ばせる言葉を贈ってくれる。あぁ、この人はこういうことをサラリと言える素敵な人なんだと、改めて実感させられる。先輩の恋人になれる人はそれはそれは幸せな日々を過ごせるんだろうな……と容易に想像出来るくらいに。

　そんな人なのに、どうして今まで恋人を作らなかったのだろう。彼ほどの人ならきっと、チャンスはどこにでも転がっていたはずなのに。井ノ瀬先輩の魅力に触れれば触れるほど、そんな疑問が大きくなる。でも、聞くのは今じゃないと思った。それは今、私が彼に激しく求められているからだ。

「んっ……先輩……待って」

「駄目だ。もう待てない」

　首筋に荒い息がかかる。忙しない井ノ瀬先輩の手は私のブラをたくし上げ、ショーツも引き下ろした。隠す暇もなく一気に全てを曝け出され、私は「きゃっ……」と小さな叫び声を上げる。

「そんな女らしい声も出るんじゃないか。もっと聞かせてくれ」

　井ノ瀬先輩は小ぶりな両胸を下から持ち上げて寄せると、そのまま右胸の突起を口に含んだ。舌先で押し付けては転がし、まるで飴玉を舐めるような舌使いに自然と喘ぐ声が出てきて止まらない。

「あっ、あっ……」

　右胸は舌先で弄られ、左胸は親指と人差し指で擦られ、同時に襲ってくる刺激と快楽に身体中が熱くなる。続けられる強烈な衝撃に身体の感度がよくなっていき、全身がジッとしていられない。

「せんぱ……」

「いつまでも先輩じゃ会社にいるみたいだな。名前で呼んでくれ……朱里」

　突起を舌先で舐めるのをやめると、困った顔をして先輩が私と目を合わせ懇願してくる。先輩の名前はもちろん知っている。ただ、言葉にしたことがなかっただけ。だって、今までそんな機会が訪れることが私達の間ではなかったからだ。

　だから、井ノ瀬先輩から私の名前を呼ばれることにすごく違和感を覚える。でも、不思議と嬉しくて胸が弾んだ。その気持ちのまま、私は初めて彼の名前を口にした。

「純哉……さん」

「ははっ、さん付けか。しおらしくていいな」

　朗らかに、そして嬉しそうに微笑むと純哉さんはチュッと額にキスを落とす。そして何度も「朱里……可愛い……本当に可愛いな」と囁きながら両手で胸を揉みしだき、指の腹で突起部分を擦る。気持ちいいと感じている自分をはしたなく思ったけれど、純哉さんから与えられる快感に逆らうことはできず、全てを受け入れる準備ができていた。

「ここも……もう十分なくらい濡れているな」

　純哉さんの膝小僧で下腹部の茂みをぐりぐりと擦られる。ぐちゅと水音が鳴り、じんわりと温かくなっているそこは私が快楽を感じていることを素直に表していて、無性に恥ずかしくなった。

「やっ……もう……」

「ここを直接触ったらどうなるんだろうな」

　口角を上げ、意地悪に微笑む彼に対してもう反抗する意志を持ち合わせていない私は、虚ろな目で純哉さんを見上げていた。それは彼に見惚れている目だと思われても仕方のないものだった。その視線を受けた彼は、満足気な顔をすると胸をまさぐっていた手を離した。

　そのまま彼の手が茂みを越えて内側に進み、人差し指を出し入れしてくちゅくちゅと濡れた感触を確かめている。私の感じる部分を探し当てると、そこを集中的に擦り始めた。

「……ま、待って……！　そこは……」

「ここ、気持ちいいだろう。身体がビクビク動いているぞ」

　純哉さんの言う通り、彼が私の快楽を感じる部分を擦ると、身体が動いてしまう。特に足の指先が痙攣するみたいに震える。腰もよがってしまい、乱れた姿を晒している自覚は充分にあった。

「純哉……さ……ん」

「もっと感じさせてやる」

　彼を煽ってしまったのだろう。震えた声で名前を呼んだら、純哉さんの指の動きが途端に激しくなり、私の嬌声が部屋に響いた。人差し指だけだったのが二本に増え、私の中でバラバラに動く。侵入した指を激しく出し入れすると、内股には流れ出た愛液が肌を伝っていく。指だけでこんなに感じて濡らしてしまったのは初めての経験だった。

「朱里」

　荒い息遣いの中、名前を呼ばれ唇が重なる。同時に押し入ってきた舌を受け入れて絡め、私からも何度もキスを求めた。

「んぅ……！」

　唇が重なり合っているからこもった声しか出せなくて、強く彼の肩を握りしめてしまう。純哉さんは器用に指先で私の愛液をすくい取ると、赤く充血した粒に塗り付ける。そこは下腹部でもっとも感じる部分だ。親指が粒を激しく擦り、強い刺激が襲い掛かってくる。

　こうなればもう全身に強烈な刺激と快感と震えが駆け巡り、頭の中が白くパチンッと弾ける。背中をのけ反らせて快感を逃がすと、ぐったりとした私を純哉さんは優しく抱きしめた。

「大丈夫か？」

　肩を上下に大きく揺らして息をする私に、優しく声をかけてくれる。私は汗ばんだ純哉さんの背中に腕を回し、ぎゅうっと抱きついた。離れたくない、もっと繋がっていたいと心の底から思った。私は……この瞬間、井ノ瀬純哉という人を好きになっていたと気付いてしまった。

　昔から憧れはあった。でも、それは好意じゃないと思っていた。でも、実際求められて抱きしめられ、心の奥底から幸せと今、思えている。私は……先輩のことが好きだ。

「もっと……してください」

　私の小さく擦れた声を聞き、純哉さんの肩がピクリと反応する。後頭部に手を回して上下に撫でると、私と同じように純哉さんも強く抱きしめ返してくれた。

「積極的なお前は珍しい。嬉しいぞ」

「べ、別にこういうことが好きなわけでは……！」

「あぁ、わかってる。だからこそ、嬉しいんじゃないか。俺を受け入れてくれているという証拠だ。ほら」

　純哉さんは私の足を上げ、もうトロトロになっている秘裂の秘部に指先を一本入れてぐるんとかき混ぜる。すぐに水音が聞こえてきて、私も反応してしまった。

「ひゃぁ」

「いつでも大丈夫そうだな」

　そう言うと、身に着けていたベルトを慣れた手つきで外し、服もベッドの下に全て脱ぎ捨てると用意していた避妊具を破り、取り出した。

　どこか頭の中であの井ノ瀬先輩がこんなことをするなんて……と不思議に感じている自分がいる。それは先輩と後輩で一緒にいた時間が長すぎたせいだろうか。でも、今は男と女だ。純哉さんは私を女として見ていてくれて、私も彼の男の部分に触れ、彼が欲しくて堪らない。

「朱里、いくぞ」

　服を着ていない彼が興奮を抑えきれない声で私の名前を呼ぶ。避妊具に包まれた純哉さんの昂ったそれは、これ以上ないくらい張り詰めていて、反り上がっている。男性経験が一人しかない私だからこんなにもハッキリと見たことがなくて、一気に緊張が襲って来た。

　身体が固くなった私に純哉さんは気付き、一旦動きを止める。

「んっ？　もしかしてお前……初めてか？」

「違います。た、ただ、あまり経験がないだけで……その、こんなふうになっているのも、しっかりと見たことなくて」

「へぇ。なるほど」

　純哉さんの声が浮かれた声になり、私の秘裂に昂ったそれを上下に擦る。さっきまで膨れ上がっていた粒に微かに当たり、また電流が身体に駆け巡る。

「はぁ……！」

「どうだ？　これで擦られるのも悪くないだろ」

「やっ……それ、だめぇ」

「……想像以上にいいみたいだな」

　枕を握りしめて悶える私を見て、純哉さんはご機嫌な態度になる。いくらでも溢れてくる愛液を潤滑油にして、上下に擦る動きを速くする。往復されるたびに秘裂と粒に彼のものが引っかかって堪らなく気持ちいい。その強烈な刺激に私はもう一度頭の中で意識が破裂する経験をしてしまった。

「あっ……あぁ……もう……むり……」

「少しいじめ過ぎたか？　悪いな、感じているお前が可愛すぎて止まらなかった」

　耳元に唇を寄せ、熱のこもった吐息をはきながら囁かれる。私は残った力で彼に抱きつく。

「……もう本当にいれるからな」

　我慢できないと言われているみたいだった。抱きついていた私の手はするりとベッドに落ち、シーツを握りしめる。純哉さんは私の両膝を両手で持ち上げて、そのまま下半身を私に押し付けた。

　入り口をこじ開けて、力強く彼のものが押し入ってくる。数年ぶりに受け入れたから痛みはあるものの、すぐにそれは快楽に変わった。

「痛いか？」

「大丈……夫です」

「なるべく、優しくするから」

　労わってくれる声が会社でも耳にする声色で、なんだか安心した。だから純哉さんに微笑みを返す。私の笑みを見て、彼もふっと笑ってくれた。

　そしてそのまま奥まで突き進み、全てを飲み込んだ時には私の中は収縮していて、彼のものを締め付けているようだった。

「はっ……堪らないな」

「あぁ……」

　喘ぎながら吐息を零し、純哉さんを見上げる。視線と視線がぶつかり、それが合図となって彼がゆっくりと律動を始めた。両膝を持っていた手は腰をしっかりと掴んで私を逃がさない。固定したまま律動を速め、最奥を突かれたらギリギリまで引き抜き、そしてまた強く打ち付けられる。そんな抽送で中を擦られるたび、何度も絶頂に近い快楽に襲われる。

「はっ！　あっ……あぁぁぁ！　純……哉さ……ん！」

　肌のぶつかり合う音と洪水のように溢れ出る愛液の水音が、私の耳に届いて来る。何度も強く打ち付けられて翻弄され、私は高みに上り詰めた。

「あぁぁぁ……！」

「くっ……朱里……！」

　私の名前を呼ぶ声が聞こえ、純哉さんの昂ったそれから放出される熱い迸りを中で感じた。同時に果てたのだとその時気付いた。虚ろな目で彼を見上げると、穏やかで幸せそうに微笑む純哉さんがいる。私達はそのまま顔を寄せ合い唇を重ねると、しばらく熱のこもった身体のまま抱き合った。

















第五章












　あれから散々抱き合った私達には家に帰るという選択肢はお互いに無く、そのまま寄り添って眠りに就いた。学生時代に裏切られた出来事があって以来、一人で過ごすことをずっと選んできたし、まして男と朝まで一緒に過ごすなんて論外だった。

　それが純哉さんだとできてしまった。しかも、こんなに充実感のある深い睡眠をとれたのは久しぶりだ。この人のそばは居心地がいい……それを自覚したのは目が覚めた瞬間だった。

「おはよう」

　純哉さんが寝起きの擦れた声で朝の挨拶をしてくれた。私より先に起きていたのだろう。目が覚めた時、すぐ隣で私を優しい眼差しで見つめていた。

「おはよう……ございます」

　寝顔を見られた恥ずかしさはあったけれど、目が覚めた瞬間、目の前に彼がいたことが嬉しかった。幸福感と安堵感に包まれている。居心地がいいっていうのは、こういうことなのだと身をもって知った。

「身体、大丈夫か？」

　彼が次に発した言葉は私の体調を気遣う言葉だ。服を身に着けずそのまま眠ってしまったから、布団の中で彼の手が私の裸の腰に直接触れた。

「だ、大丈夫です！　純哉さんこそ大丈夫ですか?!」

「んっ？　あれくらいなんてことない。俺の本気はまだまだこんなものじゃないぞ」

「そんなことを自信満々に言わないでください」

「なんだ、試してほしいーって言ってくれてもいいのに」

「い、言いませんよ！　もう！」

　被っていたシーツを口元まで上げ、赤くなっていく顔を隠す。そんな私を見て純哉さんは満足気に笑い、私の身体を引き寄せた。

「本当は朝からもう一回……と言いたいところだが、残念なことに今日は会社だからお互い、一度家に帰らないといけないな。お前もあの服じゃ会社に行けないだろう」

「そうですね、パーティー向けのワンピースですから。純哉さんもスーツ着替えないと」

「あぁ、また後で、だな」

　額に唇を落としながら名残惜しそうに言う。私も本音はもう少しこのままでいたいけれど、時間が許してくれない。

「では、支度を……」

　起き上がり、自分のワンピースを取ろうとした。すると、純哉さんが私の手首を掴んで動きを制止させると唇を重ねてきた。

「んっ……」

　柔らかい感触と共に彼の舌が私の唇をこじ開けて入り、そのまま舌を絡め取られる。少々強引に咥内を掻き回され、しばらくすると舌の動きは止まり、息を残して唇は離れた。

「遅刻するなよ」

「わ、わかってます……」

「あと、会社ではいつも通りの態度でな。お前、すぐに顔に出そうだ」

「それは先輩の方が怪しいと思いますが……！」

「会社の話になったらもう先輩呼びに戻るのか。素っ気ない奴だな。まぁ、吉木らしいか」

　純哉さんから名字呼びになったことにかなり寂しさを感じる。それは彼も感じ取ってくれているのだろうか。それならば、私と純哉さんは同じ想いでいるのかな……それを確かめたらいいのに「昨日の行為はその場の流れだ」と言われてしまうんじゃないかという恐怖が勝ってしまい、言い出せない。

　彼に限ってそんなことはしないと思う。でも、私は純哉さんから決定的な一言を言われていないのだ。

「好きだ」「つきあってほしい」という言葉を言われていない。だから、どこか信じ切れていないのかもしれない。

「どうした？　吉木」

　下着を身に着け、シャツを羽織っている純哉さんを私はジッと見ていた。そんな私を純哉さんは不思議そうな顔で見つめてくる。私は急いで首を左右に振り、いつもの顔を作る。

「寝起きでぼうっとしてただけです。すぐに支度をします」

「ははっ。お前、寝起きが悪いのか。しっかりしているように見えてそういうところが可愛いな」

「またそういうことを言う……」

「普段はツンツンしているくせに、照れる時は思い切り照れる。お前のそういう時の顔がいいんだ」

「はぁ……」

　昨日からよくそう言うけれど、私の冷たい態度や照れる行動は、どちらかというと幼い印象を与えると思う。それなのに、どこがいいのだろう？

「ほら、早く着ろ。電車乗り遅れるぞ」

　純哉さんからワンピースと下着を拾われて渡される。壁にあるアンティーク調の壁掛け時計で時間を確認すると、家に帰って支度をして会社へ行くにはギリギリの時間になっていた。

「もうこんな時間……！」

「スイートルームに泊まれる機会なんて滅多にないからもっとゆっくりしたかったけどな」

「そうですね」

　スイートルームを堪能する暇なんてなく、慌てて服を着てベッドから立ち上がる。ベッドルームから出て、せめて簡単にメイク直しでもしようと思い、鞄を取りに行こうとした。

「それに朝飯も一緒に食えなかったか。今度は一緒に食おうな」

　純哉さんの発言に息が止まり、足も止まってしまう。そして、ロボットみたいに首だけを彼の方に向けた。

「んっ？　お前、朝飯は食わないタイプか？　駄目だぞ。朝食は一日の元気の源なんだから、ちゃんと食わないと。なっ？」

「……はい」

　いや、そういう意味で見つめたんじゃないのだけれど。さっき言った言葉って、次もこういう機会があるってこと前提で……やっぱり私達はそういう関係に発展したって思っていてもいいのだろうか。

　私……純哉さんと恋人同士って思ってもいいのかな……？

「よし、俺はいつでも出れるぞ。吉木はどうだ？」

「あっ！　私はもう少し……よかったら先に出てください」

「そんな寂しいこと言うな。待っててやるからさっさとすましてこい」

　眉を下げ、困り顔で純哉さんは笑う。ただの身体だけの関係ならこんな表情して待っててくれたりしないよね。だから……純哉さんも私のことをちゃんと思ってくれているって信じてもいいんだよね。

「す、すぐにメイクしてきます！」

「じゃあ俺は煙草でも吸って待ってるか」

　彼の声を背中で聞きながら自分の想いを自覚した途端、今から塗るチークよりも真っ赤な頬の色になり、急いで隣接する部屋に向かい、そこに置いた鞄の中からメイクポーチを取り出して、パウダールームへと向かった。

　壁半分が鏡になっていて、女優ミラーのように明るい光で照らされている鏡の前で、私は必死に赤くなった顔を隠すためにファンデーションで肌を仕上げる。だけど、立っている間、腰の重い痛みに昨日の情事が思い出され、赤色は誤魔化せても痛みには悩まされた。

　そして私の支度が終わると、チェックアウトして二人で一緒にタクシーを拾い、乗り込む。窓から見える朝焼けのグラデーションが、今を特別な時間にしてくれている気がした。

「眠くないか？」

「はい、大丈夫です。その……先輩は？」

「俺も眠くない。それどころかこの歳にもなって浮かれてしまっているから、ちょっとヤバいな」

　口を手で塞ぎ、僅かに見える彼の耳はほんのりと赤くなっている。私はそれを見つけると自然と笑い出してしまった。

　クスクスと笑う私の手を握り、指を絡めてくる。きゅっと握ってくれた手はじんわりとあったかい。

　胸の中に込みあがってくるのは、あぁ、これが忘れていた恋愛の幸せだ……という思いだ。純哉さんは、私にそれを教えてくれた。彼がいなければ、私はずっと必要のないものは捨て続ける、という心のメンテナンスを繰り返していただろう。

　タクシーは先に私のマンションに着き、ゆっくりと停まる。自分の支払いはすると言ったけれど、純哉さんがそれを頑なに拒んだ。

「すみません……じゃあ甘えます」

「おぅ、お前はもっと俺に甘えろ。じゃあな、また後で」

　大きな手で私の前髪をクシャっと撫で、爽やかな笑顔をくれる。私はときめきを隠すのに必死で、わざと冷めた反応をしてしまう。

「はい、また、後で」

　でも、純哉さんはそんな私に慣れているのか気にもせず、タクシーを降りて頭をペコっと下げてお礼を言う私に手を振ってくれ、そのまま出発した。

「はぁ……また可愛くない態度を出してしまった……」

　激しい後悔の中、朝の清々しい空気を身体の中に入れながら、私は自分のマンションへと入る。エレベーターを上がり、自分の部屋のドアの鍵を開けて入った。

　傘一本だけがある玄関でパンプスを脱ぎ、静かにワンルームの扉を開ける。そこは布団とテーブルだけのシンプルな部屋だ。今まではこの空間に一番癒されていたのに、今は物凄く寂しい……それは、きっとさっきまで純哉さんと触れ合っていたから。そう、身も心も触れ合っていたから、孤独な時間がとても切なく感じるんだ。

「シャワーを浴びて……ちょっと早く行こう」

　少しでも早く彼に会いたいから、休憩をする時間も惜しい。私は手早くシャワーを浴びると、軽く朝食を取るためにコーヒーメーカーに粉をセットして水を入れスイッチを入れる。トーストでも焼こうと袋から一枚出していると、鞄の中に入れっぱなしだったスマホの着信音が鳴った。

「……先輩？」

　もしかしたら、純哉さんが電話をかけて来てくれたのかもしれない。そんな淡い期待を胸にすぐにスマホを取り出した。すると、相手は昨日、マッチングが成功してから一度も会えていない真美からだった。

「もしもし？」

「もしもし、じゃないわよー！　どうして連絡くれないの?!　一向に連絡がないからずっと心配してたんだからね！」

「あっ……」

　そういえば、真美には何の連絡もせず、そのまま純哉さんとスイートルームに泊まったんだった。私は放置してしまった親友に対して一気に物凄く申し訳ない気持ちになる。

「ご、ごめん……その、なんというか……大丈夫よ」

「本当？　危ない目に合ってない？　昨日のことで朱里が傷物になっちゃったら、私ご両親に顔向けできないよ」

「き、傷物って!!」

　真美が言っていることはあながち間違いではない。だけど、昨日のことが無理矢理とかそういう意味ならばそれは絶対に違うと言い切れる。

　だって、私は同意の上と彼に伝えたし、なにより、昨日の交わりがあったから純哉さんのことをただの会社の先輩ではなく、一人の男性として好きだと気付けたのだから。

「あのね、真美」

　私は落ち着いた声で彼女に昨日あったことを全て話した。私がマッチングした人は会社の先輩で、婚活パーティーに無理矢理連れて行かされた私を心配してくれて婚活パーティーに参加してくれ、彼の存在を受け入れてマッチングした。そしてお酒に酔っぱらってしまった私を介抱するためにスイートルームを取ってくれ、そこで自分の過去の恋愛を話した。

　そこで今の私をひっくるめて可愛いと言ってくれた。それから同意の上で、一晩泊まり、男女の関係になったと。

「うわぁ……その人ってまるで昔から朱里のことを好きだったみたい」

　一通り話した後、ため息交じりに真美が感心したように言う。それを聞いた私は危うくスマホを手から落としそうになった。

「えっ……そ、そんなことあるわけないじゃない！」

「そう？　私だったらただの後輩一人のために婚活パーティーに乗り込まないし、過去の恋愛話にも付き合わないし、なにより全てひっくるめて可愛いなんて言わないなー。好意駄々洩れだよ。朱里、どうして今まで気付かなかったの？」

「へっ……ど、どうしてって……」

「まぁ、昔のことがあってから、今まで人を避けてずっと殻に閉じこもっていたもんね、朱里は。気付かなくてもしょうがないか。でも、よかったね。そんないい人がそばにいてくれて」

　必要なもの以外持たない性格になってから、私は人間関係もわざと清算させていた。そんな私なのに純哉さんはずっと優しくしてくれていた。それは本当に感謝しかない。きっと、知らないところでたくさんフォローをしてくれていただろうし、気付かないうちに助けられていた。

「その人のこと、大事にしなきゃ駄目だよ」

「うん、わかってる、それより真美の方はどうだったの？」

「私？　えへへ、私もね、なんとか上手くいきそう。今度、またデートしようって言われちゃった」

「本当？　おめでとう！」

　早く出社しようと思ったけれど、真美の話でつい盛り上がってしまい、結局いつもと同じ時間に出勤になってしまった。

　話を聞いた限りでは真美の相手の人もとてもいい人らしく、このままいいお付き合いに発展できたらいいな……と彼女は心底、願っていた。

　そんな話を耳にしながら、私は頭の中で純哉さんの顔を思い浮かべていた。そして、幸せを感じる。あぁ、人を好きになるってこういうことだったな……と胸を躍らせていた。






　真美との電話を終え、急いで家を出て最寄り駅まで早歩きで行き、会社に向かう電車に乗り込む。毎日ストレスしかない満員電車でも、今日のような日は苦痛と思わなかった。本当、単純な自分に笑いが込みあがってきそうだ。

　三十分ほど電車に揺られ、駅に到着し人混みの流れに沿ってホームへと出る。ただ、会社に行くだけなのにこんなにウキウキしてしまうのは、純哉さんに会えるからだろう。私は綻ぶ顔を我慢しながら、浮足立っていた。

　会社に着き、更衣室で制服に着替えたあと、営業課のフロアに入る。出社している人はすでにいて、ミーティングになる時間まで時間つぶしをしていた。

　その輪の中に純哉さんを見つけ、私の胸は最高潮に高鳴った。今朝まで着ていたスーツとは違う深いネイビーのスーツに着替えている。彼を見た自分に（冷静に……普通に接するんだ）と言いつけ、デスクに向かう。彼が輪を作っていた横を通り過ぎる時、聞こえるように挨拶をした。

「おはようございます」

「おぅ、おはよ」

　よかった……普通に言えた……と安堵した。もういい大人なのに、こんなことでいちいち緊張してしまう自分が情けない。「ふぅ」とため息をついてデスクに鞄を置くと、ポンッと肩に手が置かれた。

「ひゃっ」

「おいおい、手を置いたくらいでビックリするなよ。たいして脅かしてないだろ」

「純……い、井ノ瀬先輩……」

　私の後ろをついてきた先輩は私を覗き込むようにして、後ろに立っている。つい、彼の名前を呼びそうになって慌てて口を塞ぐと「ははっ」と笑った。

「やっぱり、顔真っ赤だな」

「えっ……」

「早く抑えろよ。もうすぐミーティングだぞ」

　そして私の頬を人差し指で押さえると、意地悪な笑顔をしてここから去って行く。慌てて引き出しから鏡を取り出して自分の顔色を見たら、そこには首まで真っ赤になった私の顔があった。冷静に挨拶をしたつもりだったのに、純哉さんを見ただけでこんなに顔に出てしまうなんて……それに、彼に「やっぱり」と言われた。

　きっと、私がこの状況になっていることに気付いていたんだ。純哉さんに簡単に見透かされている自分が恥ずかしくもあり、気付いてもらっていることに喜ぶ私もいて、今、とても不思議な気分だ。

（でも、いくらなんでも仕事中に浮かれていては駄目だ。しっかりしなくちゃ）

　気合いを入れなおすために両手で頬をパチンと叩く。椅子に座り、今日の業務の整理をしていたらミーティングを始める声がかかり、一日の仕事が始まった。






　純哉さんの今日のスケジュールは、午前は外回り、午後は帰社して販売促進課と打ち合わせらしい。彼のサポートをする私はしっかりとスケジュールを頭に叩き込み、午後の打ち合わせに間に合うように資料作成と会議室の準備で午前は終わるな、と考えていた。自分のデスクでやることを箇条書きでメモしていると、メモの端っこに付箋がぺたりと張り付けられた。

「んっ？」

　首を傾け、それを見ると（十二時に第二資料室）と書かれていた。付箋を貼った人を見上げると、そこには微笑んでいる純哉さんがいる。

「第二資料室？　資料室で何を探せばいいんですか？」

「さっき聞いたんだが第二資料室、今日は誰も使わないらしい。そこで一緒に昼飯を食わないか？　……二人きりになりたい」

　最後の言葉は小さな声で囁かれたものだった。でも、それは確実に私の耳に届き、心臓が激しく動く。せっかく抑えたのに顔色も再び真っ赤になっただろう。でも、拒否をする理由なんかないから、私は静かに頷いた。

「よかった。じゃあ十二時に。あっ、昼飯はお前が好きなタコライスを買って来てやるから楽しみにしていろよ」

　口調は私の知っている井ノ瀬先輩そのままだ。それが有難くて私は「ありがとうございます」とお決まりの返事をすることができた。でも、今、目の前にある彼が走り書きをした付箋を見てしまうと、昨日の情事を思い出し、汗が出てきそう。

　自分のはしたなさにげんこつをしたくなるけど、約束ができたことがすごく嬉しい。

「タコライスのために仕事を頑張ります」

「ははっ！　そうか、楽しみにしてもらって嬉しいぞ」

　本音はタコライスが楽しみなわけじゃなく、二人きりで会えることが楽しみなわけだけど……と心の中で呟く。私は出かける彼の背中を目で追いかけながら、約束を励みに午前の仕事に集中した。

　時計の針はちょうど十二の数字を指している。私は緊張した面持ちで「使用中」のプレートが掲げられている第二資料室の扉を開けた。

　古くて重い扉を開けると、照明は点いていて部屋の中は明るい。静かな室内に聞こえるのはファイルをめくる音だけだ。

「先輩……？」

　純哉さんを呼ぶと、背の高い三列の木製の棚の奥から純哉さんが姿を現す。その手に持っているのは分厚いファイルで、さっきの音の主は純哉さんだった。

「よう、時間通りだな」

「約束は守ります」

「そんなに腹が減っていたのか。まぁ、そこに用意してあるから食え。それかこんな埃っぽいところは止めて、外の公園にでも行って食うか？」

　純哉さんと二人で公園ランチか……それもいいかもしれないと想像するけれど、誰に見られるかわからない。まだ誰も知らない二人の関係は、私達だけの秘密なのだ。せっかく二人きりになれたのに、また会社の先輩、後輩の関係に戻るのも寂しい。

「いえ、ここがいいです。先輩は食べないんですか？」

「食おうと思ったんだが、意外とこの資料室に置いてある資料の中身が興味深くてな。営業に使えそうなネタが多くて、勉強になるんだ」

「そうですか……」

　純哉さんは本当に面白いのか、ファイルを読みながら、ページをめくる手が止まらないようだ。私は聞こえないように落胆のため息をはいてから、買って来てくれたタコライスが入った紙袋が置かれている机へと向かった。

「いい匂い……」

　空腹を刺激する匂いに負けそうになるけれど、やっぱり純哉さんの方が気になり、私は紙袋を一瞥してから壁にもたれて資料に没頭している純哉さんの方へと歩み寄った。

「……それ、そんなに面白いですか？」

　私も壁にもたれて、肩がつくかつかないかの距離で彼に問いかける。資料を食い入るように見ている彼に私の声は届かなかったみたい。

「……先輩」

　無視されたことにほんの少し苛立ち、袖をクイっと引っ張ってみる。すると、ようやく気付いた純哉さんが口角を上げてこちらを見た。

「お前もそういう女っぽいことするんだな」

　私の顔を見たあと、視線は彼の袖を引っぱっている指先を見つめている。なんだかやることを見透かされていた気持ちになり、パッと勢いよく離した。

「ま、まさか無視していたのもワザとですか?!」

「昨日はなかなか甘えてくれなかったからな。ちょっと冷たくしてみたら、案外可愛いことをしてくれるじゃないか。嬉しいぞ」

「もう……！　信じられない！」

　肩を上げて怒ると、そんな反応も予想通りだったのだろう。軽く笑いながらファイルを棚に戻すと、純哉さんは私の右手首を掴んで自分の方へと引き寄せた。

「せ、先輩！　ここ、か、会社ですよ……！」

「こうなることをわかってて吉木もここに来たんだろう？　そんな気がなかったとは言わせないぞ」

「いや、で、でも……」

　手首を掴んでいた手は私の後頭部に回り、反対の手は腰を引き寄せる。密着した頬に当たるのは彼のネクタイだ。そして香ってくるのは昨日、散々私をとろかせてくれた彼の甘い香り。それだけで身体は疼くのだから、私は純哉さんだけに反応する身体になってしまったのだろう。

「朱里」

　そして名前を呼ばれたら、もう彼しか見えない。本当、恋愛体質な自分に戻ってしまったなと、恐くなってくる。でも、彼を好きな気持ちが大きくなるたび、応えてもらうと嬉しさと幸福感でいっぱいになる。それが堪らない快感に繋がる。

「んっ……」

　彼の唇が私の唇に少し強めに触れる。そして、零れた声も一緒に飲み込まれるように唇を食む。何度も角度を変え、求められるまま私は応えた。

「先ぱ……」

「こういう時は名前だろ」

　すぐに熱い眼差しで見つめられながら言われた。私はかあっと高まる体温を感じながら頷く。

「……純哉さん」

「正解」

　彼のクスッと笑った吐息が首にかかり、こそばゆさから悶えてしまう。制服のリボンのフックを取られ、ブラウスのボタンを二つ目まで外すと鎖骨辺りに彼の顔が埋まり、肌に吸い付かれた。

「あっ、駄目です……！」

　反抗する言葉に聞こえないふりをして、純哉さんは行為を続ける。吸い上げた唇はそのまま鎖骨をなぞり、舌がくぼみを這う。ぞくぞくとする快感が腰から背中を駆け巡り、私は純哉さんの肩にぎゅうっとしがみ付いた。

「うん、可愛い」

　満足気に言い、ちゅっとリップ音を鳴らして純哉さんは顔を上げる。そのまま首筋を彼の舌が這い、私の耳朶をカプっと甘噛みした。

「やぁ……」

　甘噛みされたところから耳の曲線を舌先でなぞられ、また耳朶を甘噛みされる。それを何度も繰り返されると腰から下に力が入らなくなり、ズルズルと壁から床へと落ちて行く。お尻に床の冷たさを感じるけれど、お尻以外の身体の熱さは上昇するばかりだ。
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「こら、しっかりしろ」

「やっ……でも……」

「まぁ、スカートの中は触りやすくなったか」

　しゃがんで私を優しく叱咤すると、腰を支えていた手を制服のスカートの中へと滑り込ませてくる。その手はパンストを履いている私の足を滑らせながら目的地に到着すると、人差し指がクロッチ部分をギュッと押し込んだ。

「ひゃっ……」

「昨日から思っていたがお前のその声、いいな。そそられる」

「なに……を……やっ」

　クロッチ部分を押していた指はぐりぐりと布越しに私の奥を何度も突く。甘い刺激を受け、湿り気を帯びたそこはあっという間に愛液でずぶ濡れになった。

「午後の仕事に支障が出ないようにするからな」

　そう言いながらもショーツを膝までずり下ろして両足を広げるから、私のぐっしょりと濡れた部分が彼の前に露わになる。明るいところで見られて羞恥心が最高潮に達した。

「そ、そんな近くで見ないでください……」

「でも、ここは今すぐ触ってほしそうに濡れているぞ。まるで誘われているみたいだ」

　大きな手のひらで腰をしっかりと持たれると、すぐそばにある会議机に座らされ、足を広げられた。露わになった私の秘部が彼を扇情的な気分にさせているのだろうか。

　さっきまでそこを弄られていたから、まだかくかくと震える両足の太腿を掴むと、純哉さんは私の下半身に顔を埋めた。そして濡れそぼった秘所に舌先を押し当てる。

「ひゃぁ……ん!!」

　ざらざらとした感触が私の秘部の入り口辺りで上下に動き、溢れ出てくる愛液を舐める水音を鳴らす。時には愛液に吸い付き、秘肉の縁を舐め回され、休まることのない快感に身体中に電流が走り続けていた。

「んんん……っ！」

　大きな声を出してしまっては、廊下にいる社員に聞こえてしまうかもしれない。私はできるだけ声を押し殺そうと努力をするけれど、それを無視して純哉さんはいくらでも攻め立ててくる。

「純……哉さ……もう、これ以上は……だめ……！」

　彼のつむじを手で押し、秘部から離そうとする。でも、純哉さんは構う事無く私の敏感な突起部分に強く吸い付いた。

「……あぁ!!」

　無意識に出てしまう声を殺すため、彼の頭を押していた手を口に急いで当てた。下から私を見上げ、口角を上げている純哉さんはこうなることを予想していたみたいで、不敵な笑みを浮かべている。突起部分を舐める姿を私に見せるようにこちらを見上げながら、舌を動かしている。目と目が合いながら舐められるのは、これ以上ない扇情的な光景だった。

「んむぅ……ん……」

　自分の手で口を覆っているから、こもった声が手のひらから零れる。目尻には快楽を我慢できずに涙が溢れ、身体全身も震えていた。昂った熱をどうにかしてほしくて、私は純哉さんを真っ直ぐに見つめる。

「限界か？」

　内太腿を撫でながら、純哉さんは優しい声色で聞いてくれた。私は何度も頷き、早く果てたいことを伝える。

「わかった。イかせてやる」

　純哉さんはふくらはぎを掴んでいた右手で吸い付いていた突起を親指で優しく上下に擦り始める。そして、舌先は愛液が止まらない秘部に向かい、秘裂を舐め上げる。

「んん……」

　突起を擦られ、ざらざらとした舌が秘肉をかき分けて何度も出し入れされる。昨日、感じた彼自身のものとはまた違う感触が下肢を駆け巡る。ぞくぞくと込みあがってくる刺激が今にも頭の芯に到達しそうだ。

「んー……！」

　私の限界が近くなってきたことを感じたのか、純哉さんの舌と指で遠慮なしに激しく探られる。突起には指の強い刺激、秘肉は執拗に舐め上げられ、徹底的に快感を叩きこまれて私は両足を痙攣させながら絶頂を迎えた。

「はぁ……気持ちよかったか？」

　口を手の甲で拭いながら純哉さんが私に問う。絶頂を迎えたばかりで呆然としていた私は虚ろな目で彼を見つめた。

「……はい」

「ははっ。そりゃよかった」

　くしゃっと笑うその顔には、さっきまでの煽ってきた表情の面影なんか一切ない。優しくて頼りになる井ノ瀬先輩の顔に戻っていて、その素の顔にもときめいてしまった。

　純哉さんは起き上がり、私の両頬を両手で壊れ物を触るように、そっと触れる。そしてそのまま何度も撫でると、唇に優しくキスをしてくれ抱きしめてくれた。まるで、大切な宝物のように扱ってくれ、私は彼の胸の中で愛されているという心地よさを感じる。

「……先輩。お昼の休憩時間、終わりますよ」

「んっ？　あぁ、もうそんなに時間が過ぎてしまったか。まぁ、でもいいじゃないか。もう少しだけこのままでいさせてくれ」

　私を抱きしめ直し、髪に顔を埋めて満足気に息をはく。甘えられている感覚に、私の中の母性本能が疼いてしまう。

「……ご飯、ちゃんと食べないと午後からもたないですよ」

「わかってるって。ちゃんと食うから。でも、もう少し……なっ？」

　やっぱり甘えられているとなると、「もう」と言いながらも、笑いが込みあがってくる。私も純哉さんの広い背中に腕を回して彼の香りを思いっきり吸い込み、休憩時間が終わるギリギリまで彼との甘い時間を堪能した。

















第六章












　私が婚活パーティーに参加して純哉さんと結ばれてから季節は冬を越え、外を歩いていると淡い桜色の景色が多くみられる季節になった。地面を彩っている桜の花びらも可愛らしい。

　そろそろ人事異動の時期だな……と部屋にあるカレンダーを見つめながらため息をついた。今の営業課も新入社員で配属になったからもう四年目だ。そろそろ人事異動を言い渡されてもおかしくない。

　もし今異動になってしまったら……例えようのない寂しさに襲われて当分の間、仕事が手につかないかもしれない。この一か月、仕事中でもプライベートでもずっと純哉さんと一緒にいた。「好き」という言葉は恥ずかしくて一度も言えたことがないけれど、純哉さんは私を大事にしてくれているし、私も不器用だけど自分のやり方で彼を大切に思っている。

　ただ、恋をしたことで弱くなってしまった。今までなら他人事だった人事異動なのに、もし自分に辞令が下ったら……と怖くなる気持ちに辟易しながらも私は出勤の用意を始める。

　クローゼットからホワイトのカットソーとベージュのパンツを取り出して着替えながら、いや、もしかしたら私じゃなくて純哉さんが異動になるのかもしれない……とふと考えてしまう。社内での異動ならまだいいけれど、もし県外に転勤になったら……やっと安心して好意を寄せる人に出会えたのに、離れ離れになってしまう……

　そんなことになったら、私たちの関係は終わりになってしまうんじゃ……と勝手に不安になってしまう。

　これは私の昔からの悪い癖だ。不安なことを考え始めると、すぐにそれを答えにしてしまう。純哉さんを信頼していると言いながら、嫌な想像ばかりしてしまって落ち着かない。

　仮にもし、純哉さんが転勤になったとしても、私は心から彼の活躍を応援していなければいけない立場だ。そのためのアシスタントだし、好きな男性という存在になる前は、新入社員だった私に根気よく仕事のやり方をたくさん教えてくれた恩のある先輩社員だ。

「大丈夫よね……私だって少しは成長もしているし、もし離れ離れになっても好きでいる気持ちは変わらないわ」

　姿見に映る自分の顔を見ながら自分に言いきかせる。そしてハンガーからベージュのトレンチコートを外し、会社用の鞄を持ち家を出た。






　満員電車に揺られて会社の最寄り駅に到着し、ホームで人混みから抜け出せた安堵感からふうっと息をはく。そんな私を見つけ、「おはよう」と声をかけてくれた人がいた。

　声の主はさっきまで私の頭の中をいっぱいにしていた張本人だ。

「井ノ瀬先輩、おはようございます」

「おう、今日は早いな。いつもこの時間じゃないだろう」

「はい。ちょっと早起きできたので」

「そうか。会社まで一緒に行くか？」

　人の声や足音、駅員のマイク越しの声が響く中、純哉さんの声はきちんと聞こえてくる。私は嬉しくて「はい」と頷いた。

　すぐに答えた私の反応に喜んでくれ、純哉さんの表情も笑顔に変わる。私達は人混みの中、隣同士並んで歩き、会社までの道だけど二人きりの時間を過ごせた。






　雲一つない快晴の下、十分ほど歩くと会社のビルが見えてくる。春の香りに包まれて純哉さんと歩く朝の道は、とても気持ちが良かった。今日も仕事を頑張れそう……ビルのエントランスホールを抜け、社員証をかざしてゲートを潜り抜けて営業課があるフロアまでエレベーターで向かう。その間も他愛ない話に花を咲かせていた。

　エレベーターから出て営業課の扉の前に到着した時だった。純哉さんが同じフロアの会議室にいた人事部の課長に呼び止められた。

「朝から忙しない人だな。ちょっと行ってくる」

「はい……」

　なんだろう……なぜか一気に不安が込みあがってきた。別に純哉さんが課長に呼び出されるなんて業務上普通のことだ。ただ、相手が人事部の人間だったから……いや、人事異動の時期だから、こんなに不安になるだけだろう。気のせいだ、気のせい……

　気にしないように顔を取り繕い、私は自分のデスクに向かった。すでに出社していた同僚たちに挨拶をして、鞄をデスクに置く。すると、同期の女性社員二人から、好奇心いっぱいに声をかけられた。

「さっき人事部の課長に呼び出されたのって井ノ瀬先輩？」

「えっ？　そうだけど」

「わぁーじゃあ噂は本当だったんだ？」

「噂？」

　私はなんのことか状況が飲み込めず、首を傾ける。すると、二人のうち、左の佐藤さんからこそっと耳打ちをされた。

「井ノ瀬先輩ね、少し前から北海道の支店に異動しないかって誘われていたんだって」

「えっ……？」

　ドクンと衝撃が私の脳内に響く。そんな私に気付くことなく彼女達は話を続けた。

「ほら、ウチの会社で一番営業成績がいいのって北海道じゃない？　だからさらに営業エリアを広くしてシェアを占めるために、各支部から営業成績が一番いい社員を集めて一気に攻めようって話が持ち上がっていたんだって。ウチで一番営業成績がいいのって井ノ瀬先輩だから、絶対声かかるだろうなって言ってたの。やっぱりみんなの予想は当たっていたね！」

　そんな話……全然知らなかった。しかし、この様子だと知らなかったのは私だけみたいだ。人との関わりを遮断していた反動がこんなところでやってくるとは思ってもみなかった。

「えー！　これで向こうでもトップを取ったら出世コース間違いないじゃない?!　あー、私、今からアプローチしておこうかな！」

「えー、ズルい！　私もー！」

　彼女達はふざけ合いながらお喋りを楽しんでいる。でも、私はその輪の中に入る気持ちには露ほどにもなれず、一気に黙り込んでしまった。

「あっ、ごめんね。吉木さんはずっと井ノ瀬先輩のアシスタントをしてたんだもんね。ショックだよねぇ……」

「ねぇ、いままで　一度も聞いたことがないの？　この話」

「……全く……」

「そっかー。アシスタントなのにそれはショックだね」

　その言葉はまるで、「アシスタントのくせに何も知らされていない、かわいそうな人」と同情されているみたいだった。そして、四年も一緒にいたのに、全く信頼関係を築けていない残念な人、とも思われているみたいで……。

　次々とわかる事実にまるで無数の針が刺さっているみたいに心が痛い。右手で左腕をぎゅうっと握りしめて俯くと、弱々しい声を出した。

「……ごめん。仕事の準備をするから」

「あっ、もうそんな時間か！　仕事前にごめんね！」

　彼女達は最後まで明るく話してこの場を去って行った。私はゆっくりと椅子に座り、心を落ち着ける。冷静にならなきゃ。ここは職場だ。私情を持ち出していい場所じゃない。ここでは私と純哉さんは先輩と後輩、営業と営業アシスタントの立場だ。

　じゃあプライベートは……？　こんな大事なことも話してもらえない存在だった……？　そんなに信頼できない人間だったのだろうか。彼の口からじゃなく、同僚から彼の異動を知らされるだなんて、なんて惨めだろう。寂しい話でも、彼の口から聞きたかった。それとも、私は彼からすればわざわざ話をするほどの存在じゃなかったのだろうか。

　あっ、駄目だ、泣きそう。

　口を覆おうとした時、隣のデスクに大きな音を鳴らせて鞄が置かれた。

「はー、朝からおっさんの長話に付き合うのもしんどいな。せっかくお前と二人で出社できたのに……」

　私の隣のデスクは純哉さんだ。彼は文句を言いながら私の方を苦笑いしながら見下ろす。ただ、言葉は途中で途切れてしまった。それは私の涙が溜まった瞳を見てしまったからだろう。

「人事の人間の話は聞いておかなくちゃダメですよ。大切な話なんでしょう」

「どうして泣いているんだ？」

「今日は内勤の日ですね。昨日の営業報告書を作成済なのでチェックをお願いします」

「吉木、誤魔化すな」

「始業時間ですよ。無駄な時間の使い方をしないで、仕事しましょう」

　泣いていることを隠すことに必死な私は、彼と親しくなる前の自分に戻ったみたいな口調で純哉さんに言葉を返していた。それが気に食わないんだろう。純哉さんは私を一瞥すると、自分のデスクに着き、なにも言わずに仕事を始める。

　だって、こんなところで「どうして北海道に行くことを教えてくれなかったんですか？　私ってあなたにとってそんな存在だったんですか？」と問い詰めることなんてできるわけない。私達の関係は会社ではただの先輩と後輩なのだ。だから、職場で一人の女として心を乱すわけにはいかない。

　なにより、純哉さんにとってはいい話じゃない。さっき同僚の彼女たちも言っていた。出世コースに乗れるチャンスだって。純哉さんは今よりもっと自分の力を発揮できるところで活躍できるかもしれないんだ。その邪魔を私なんかがしてはいけない。

　彼もこの会社で働いている以上、のし上がっていく野心は持っているだろう。仕事に情熱を持っていることは、新入社員の時から一緒に働いている私が誰よりも知っているし、理解しているつもりだ。だから、私は自分にどんな想いがあろうとも、彼を応援しなければいけない。

「……今夜、会えますか？」

　パソコンのキーボードを叩く音に紛れて、小さな声で囁いた。純哉さんはその声を拾ってくれて耳を傾けてくれる。

「ちょうど俺も言おうと思っていたところだ」

　マウスをカチカチっと押す音と同時に、答えてくれた。私はホッと安心してキーボードを叩き続ける。

「では、詳細はまたメールにて送ります」

「了解」

　業務連絡のように淡々と言葉を交わす。一見、私は平静な顔をしているように見えるだろう。でも、心臓はバクバクしていて緊張感も半端ない。

　ただ、伝えたいことはちゃんと伝えないと。その心の準備は始めている。

　その日の昼休憩、今夜の約束の詳細をメッセージアプリで送信した。話したいことがある。だから、仕事が終わったら私の家に来てくださいと。メッセージはすぐに既読になり、返事も返ってきた。

【了解。酒を持って行く】

「……きっと缶ビールを持って来てくれるわね。お酒に合う料理を用意しておかなくちゃ」

　純哉さんが私の家に来たことがあるのは二回だけ。それも金曜日の夜に突然やってきて、泊まって帰るという強引さだ。そして必ず缶ビールを持参してやってくる。これは私の好きな飲み物が缶ビールだということを純哉さんが知っているからだ。

　二回とも突然だったからなにも用意はできなかったけれど、残業がある純哉さんと違って定時で帰れる私は仕事のあと買い物をして夕飯の支度ができるくらいの時間はある。

「……たしか豚の角煮が好きだったわよね」

　彼の好物を思い出しながら、スマホでレシピ検索をする。話すことは二人の今後がどうなるかという重く暗い内容なのに、彼に手料理を振舞う自分はどこか浮かれていた。こんなふうになるのは、彼の喜ぶ顔が見たいからだ。私はもう純哉さんのことが好きで堪らなくなっている。こんな状態で離れても大丈夫なのかな……やはり、不安だけはどこまでも付き纏ってくる。






　午後の業務も滞りなく済ませ、定時になった。隣のデスクの純哉さんは取引先の人と電話中で、私の帰り支度に気付いていない。

「……お先に失礼します」

　電話の邪魔にならない程度の小さな声で声をかける。私に気付いた純哉さんはニコッと笑うと、返事の代わりに前髪をくしゃっと撫でてくれた。これは純哉さんが可愛がっている後輩によくやる動作だ。私だけじゃなく、面倒を見ている後輩たちみんなに、契約が取れた時や、プレゼンがうまくいった時に褒めながらよくやるのを何度も見たことがある。女相手には私にしかやらないそうだが、近いうちにこれももうしてもらえなくなるのか……と思うと、寂しさが募る。

　ペコっと頭を下げ、先にタイムカードを切って周りの社員たちに挨拶をしてフロアを出た。更衣室に入ると、急いで私服に着替えて会社を出る。初春の夕方はまだ風が冷たく、少しひんやりする。でも、早歩きで駅まで向かい、電車に乗り込んだ時には身体も熱くなっており、息も切れていて整えるのが大変だった。

　そして住んでいるマンションの近くにあるスーパーで思い付いた料理の材料を片っ端からかごに入れていく。こんなの、一人で食べる時じゃ考えられない行動だ。必要最低限の食材しか買わないくせに、純哉さんと食べるとなると、いつもの倍以上の食材を購入してしまう。その行動も幸せな時間だと思えるのだから、恋の力はすごい。

「ふぅ……重たかった……」

　素早く会計を済ませ、マンションに帰宅する。それから両手に持ったずっしりと重いスーパーの袋をダイニングテーブルに置き、壁掛け時計で時間を確認した。

　時刻は今、夜の七時を回ったところ。純哉さんは早くても八時にはここに来るだろう。その時間までにできれば準備を終わらせておきたい。部屋は大丈夫。朝に掃除も済ませておいたから、フローリングや棚に埃は落ちていない。それに家具も家電も少ないからほとんど汚れないのが私の部屋の利点のうちの一つである。

「……洗濯物！」

　脱衣所にあった下着や、干してあった部屋着を思い出し、急いで取り入れた。以前も急に純哉さんが来た時に洗濯物を干しっぱなしにしていて、下着を見られて散々からかわれた経験から、すぐに下着をクローゼットに放り込む。

　あとは料理を作り、彼が来るのを待つだけだ。それまでの準備をしている間は慌ただしく動いていたので気が紛れていた。でも、料理の下ごしらえも終わり、テーブルのセッティングも済み、あと足りないのは純哉さんだけ、となった瞬間から、言いようのない不安が押し寄せてきた。

　異動の話は本当なのだろうか、そうなったら、もうこの関係は終わりになってしまうのだろうか、もう会えないのだろうか……

　一言も「好き」と言ってもらえないまま、この恋は終わりを告げてしまうのかな。それなら、勇気を出して自分から「好きです」と言ってしまおうか、なんてことも考えてしまう。でも、それで彼を困らせてしまったら？　これから新しい土地で頑張ろうとする彼の足かせになってしまったら？　それが一番怖い。

「あぁ、もう！」

　イライラだけが募り、気付いたら声に出してわめいていた。盛大なため息をつき、時計の時間を確認すると、そろそろ八時になろうとしていた。もうすぐ純哉さんが来る。ドキドキしつつ早く会いたいって気持ちに嘘はつけなくて、連絡がくるスマホをジッと見つめていた。すると、五分くらい経ってから【今、下に着いた】とメッセージが送られてきた。

「来た……！」

　私は椅子から立ち上がり、いつでも出れるように玄関の前でスタンバイしておく。メッセージがきてから三分くらい経つと、部屋のインターホンが鳴った。私は解錠してそっとドアを開ける。

「お疲れ様です」

「おう、お疲れ」

　目尻に笑い皺を作り、ニコッと笑って姿を現した純哉さんの手元には、予想通り六缶入りの缶ビールが入ったビニール袋があった。そして反対の手には紙袋がある。

「ほら、お前の好きな駅前のシュークリーム。買って来たぞ」

「えっ、まだ売り切れてなかったんですか？」

「あぁ、今日は運よく残ってた。いつも食べさせてやりたいと思って帰りに店内を覗いて帰るんだが、なかなか売っている日がなくってな。今日はあってよかった」

　大の甘党だからシュークリームが手土産なのは心底嬉しい。でも、それ以上に嬉しいのは純哉さんの日常の中に私の存在がちゃんとあるということだ。気にかけてくれていたんだ、ということを知っただけで、ものすごく嬉しい。

「ありがとうございます」

　紙袋を受け取り、笑顔でお礼を言う。すると、気恥ずかしそうに純哉さんは微笑み、私の前髪を撫でた。

「お礼ならこれをくれ」

　そう言うと、自分の人差し指を私の唇に当てる。私は彼が何を望んでいるのか瞬時に理解し、唇をキュッと噛みしめた。

「……ちょ、ちょっとだけですよ」

「わかったわかった」

　クスッと笑う彼に向けてつま先立ちをして顔を近付ける。柔らかく当たった唇に自分の唇をさらに優しく押し付け、離れた。

「なんだ、もう終わりか？」

「ここ！　玄関ですから！」

「ははっ、なるほど」

　ご機嫌に笑い、純哉さんは革靴を脱いで部屋に入る。彼がこの部屋にいることにまだ全然慣れていない私は、自分の家のはずなのにソワソワと落ち着かない。純哉さんは私の部屋をキョロキョロと見渡している。

「相変わらず、テレビもドレッサーもない部屋だな。シュークリームより花のほうがよかったか？」

「花は枯れてしまうので、シュークリームのほうが嬉しいです。あとで美味しく食べれますし」

「まさに花より団子だな。朱里らしい」

　職場用の名字呼びから名前呼びに変わる瞬間はいつも照れくさい。でも、この瞬間もなくなってしまうのかもしれないと思うと、もっと名前を呼んでほしくなってくる。

「えっと……ご飯にしますか？」

「そうだな、腹減った」

　落ち込む自分の気持ちを誤魔化したくて、耳に髪をかけながら純哉さんに話しかけつつ食事の用意をする。彼は手伝ってくれようとしたけれど、疲れている純哉さんにゆっくりしてほしくて座って待ってもらうように頼んだ。

　用意したメニューは圧力鍋で煮込んだ豚の角煮ともやしときゅうりのナムル、サーモンのカルパッチョと豚バラのとん平焼きだ。どれも彼の好物ばかりを作った。テーブルに並んだ料理に純哉さんは目を輝かせながら、近寄って来る。

「すごいな、これ全部お前が作ったのか？」

「別に凝ったものはないので……」

「謙遜するな。全部うまそうだ。朱里は料理が上手かったんだな」

「ふ、普通です……それに全部、レシピ検索して作ったものばかりだし」

「素直に言うなんて馬鹿だな。こういう時は見栄を張っていいんだよ。間違いなく作ったのは朱里なんだから。でも、その素直さがお前の可愛いところだけどな」

　純哉さんに可愛いと言われ、ぐんっと熱が上昇する。何度も言われているはずなのに、まだまだ慣れない。

「食ってもいいか？　美味そうだ」

「はい、どうぞ」

　買っておいた彼専用のお箸を渡し、グラスに缶ビールを注いで乾杯をする。仕事と手料理という労働のあとのビールはいつも以上に美味しく感じ、私は一気に半分まで飲み干すと「ぷはー」と盛大に声を出した。

　そんな私を笑いながら純哉さんもビールを飲んだ後、料理に手を付ける。どれも「美味い」と褒めてくれ、あっという間に平らげてくれた。もし、純哉さんと結婚をしたらこういう光景が当たり前になるんだろうか……とつい妄想してしまいそうになった。まるで夢物語のような幸せな光景。でも、こんなことができるのは今だけだ。

　もうすぐしたら離れ離れになるかもしれない……やはり、心細くて寂しい気持ちは隠しようがない。でも、彼の仕事を応援しなければ。そのために今日は私の部屋に呼んだのだから。

「ご馳走さま。全部美味かったぞ。もっと食いたかったぐらいだ」

　純哉さんはその言葉の通り、まだ食べ足りないのかと思えるほど、作った料理を全て残さず食べてくれた。よかった……とホッとして気持ちを整えたあと、私は今日の一番の目的を果たすために口を開く。

「あの、純哉さん」

　お箸を置いて、純哉さんの目を凝視する。純哉さんはほろ酔いなのか、柔らかい雰囲気に包まれていた。今の私は彼と正反対だ。とても緊張しているだろう。きっとピリピリとした空気を纏っていると思う。太腿の上に乗せている両手でコブシを作って強く握る。一度目をしっかりと閉じてから、私は声を出した。

「……異動になるかもしれないって……本当ですか？」

　勇気を出して声を出したのに、それはとても小さい声だった。真相を聞く恐怖の方が勝っているのだろう。私は純哉さんの表情が見れなくて、すぐに斜め下に視線を落としてしまう。

　視界ギリギリに見えたのは、純哉さんが体勢を変える動きだった。椅子にもたれてリラックスしていた上半身を起こし、私の方に前のめりになる。

「どこで聞いた？　そんな話」

「同期の佐藤さんから。でも、とっくの前から噂になっていたらしいです。北海道に行くんですよね？　おめでとうございます。向こうでも頑張ってください」

　最後までしっかりとした声で言い切りたくて、早口になってしまった。素っ気ない態度になってしまったけれど、お祝いの言葉を言えたことに微かな達成感を感じる。

「それで今日は手料理でもてなしてくれたのか？」

「……否定しないんですね」

「なんだ、否定してほしかったのか？　北海道なんか行かないって」

　想像していた返事とは全然違った答えが返ってきて、私はパッと顔を上げる。でも、それは私の杞憂であったことは純哉さんの表情を見てすぐにわかった。

　眉を下げ、愛想笑いをしていて、それは困った顔をしていた。

「そういう……わけじゃ……意地悪ですよ、その言い方」

「ははっ、すまん。お前に引き止められないのが寂しくて、つい意地悪してしまった」

　寂しくて、とか本音なのだろうか。私が「行かないで！」と言えば、ここに残ってくれるのだろうか。でも、そんな自己中心的な理由で彼の人生を邪魔してはいけない。それくらい、子どもでもわかる問題だ。

「ということは……本当なんですね」

「随分と前から異動しないかって話は出ていたんだ。でも、ずっと答えを渋っていたら、人事の奴、直接来やがったから俺も驚いたよ」

「どうしてですか？　せっかくのチャンスなのに」

「その……まぁ……そこは察しろ」

「えっ？」

「本気でわからないって顔をするな。なかなか傷つくぞ」

　私の頭の中は混乱しかない。だって、さっきから考えていた方向とは全然違う向きに話は変わっていく。私は、てっきり異動の話を認められたら、そこでお別れだと思い込んでいた。だから、物分かりのいい女を演じようと、今精一杯頑張っている。でもそれは、私の一方的な勘違いで、純哉さんはもっと違うふうに考えていてくれたのかと、期待してしまいそうになる。

「言っている意味がわからないのですが……せっかくのチャンスなのに、どうして渋っていたんですか？　彼女達は言ってました。出世コース間違いない異動だって。こんなの即答で行くって答えないと」

「いや、まぁそうなんだが。その……さっきも言っただろうが」

「さっき？」

「こう見えて、お前がその話を聞いても俺を引き止めてくれなくて、かなりショックを受けているんだぞ。好きな女にあっさりと別れを告げられてみろ。どんな強靭な心臓を持っている男でも泣きたくなるぞ」

「……えっ？」

　時間が一瞬、止まったんじゃないかってくらい驚いた。純哉さんの言っている意味がわからなくて、瞬きも忘れてしまう。

　だって……好きな女って言ってくれた？　それって私のこと……だよね？　と不安でどくどくと動いていた心臓は、今は胸の中から飛び出しそうなくらい激しく動いている。

「えっ、じゃない。全く、こんな簡単に離れられるとは思わなかったぞ。はぁ……これでも俺なりに目一杯、朱里のことを可愛がっていたつもりなんだがな」

「待って、ください。えっと……」

「今日だって、泣いていたのは俺の異動を知って離れ離れになるのが嫌だから涙をためてくれていたと思っていたのになぁ。行かないで！　て言われるんじゃなくて、いってらっしゃいって送り出されるんだもんな」

「あの、ちょっと……頭を整理させてください」

「んっ？　俺、変なことを言ったか？」

　眩暈がしそう。純哉さんの放つ一言一言の破壊力が大きすぎて、処理しきれない。彼の言っていることが本音なら、私、彼をものすごく傷つけていたんじゃないかって。彼を応援するつもりが、悲しませていたんじゃないかって。

　だから、もう一度彼の言葉を噛みしめるために、私は肩を上げ、身体に力を入れて逃げないように彼を真っ直ぐに見つめた。

「もう一度……言ってください。さっき、言った言葉」

「ショックを受けたってことか？」

「ち、違います……その次……」

「別れを告げられたってことか？」

「ち、違います！　もういい加減、意地悪しないでください！」

「意地悪なのはお前の方だろうが。俺に相談もなしで勝手に話を進めやがって。会社で泣くほど辛いくせに、強がるな。俺は好きな女を泣かせる趣味はないぞ」

「そ、それ……」

「ははっ」

　やっぱり、これは夢じゃない。純哉さんが私に好きと気持ちを伝えてくれている。今まで宙ぶらりんで信じ切れなかった想いは、ようやく形となって私の心に響いた。

　とてつもない安心感に包まれて、今にも油断したら涙が溢れてきそう。

「これで朱里の気持ちを引き止められるくらいなら、いくらでも言ってやる。好きだ、朱里。ずっと大好きだった」

　それなのに、たたみ掛けて純哉さんは愛を伝えてくれる。私はもう涙声になっていた。

「いつから……？」

　そう質問した私を見て、純哉さんは後頭部を掻きながら恥ずかしそうに口を開いた。

「出会ってしばらくしてから。新入社員のくせにはしゃぐようなことをしないし、若さもなくてさっぱりした性格の面白い奴だなーって見ていたら、だんだん興味が湧いてきた」

「それ……異性として意識してませんよね」

　あまりにもひどい言われように、涙も引っ込みそうだ。拗ねた顔をした私を見て、純哉さんはおかしそうに笑っていた。

「でも、そこからは早かったぞ。お節介を焼くたびに迷惑そうな顔をしながらも、ちゃんとお礼は言うし、なにより時々見せてくれる笑顔が本当に可愛いんだ」

「そんな……」

「気付いてなかっただろうが、俺はもうずっと前からお前だけを見ていたし、好きだった。なのに、そばにいる俺をスルーして婚活パーティーに参加するなんて言ったから、度肝を抜かれたぞ」

　そう言われたあと盛大なため息をつかれた。真美に強制参加させられた婚活パーティーにいた純哉さんの姿を思い出す。あの時は私を心配して来てくれたと思っていたけれど、それは違う意味だったんだとこの時気付いた。

「あっ……やっぱり、あの婚活パーティーは私のことが好きだから参加したんですか……？」

「当たり前だろう。新入社員の頃から育ててきて見守ってきた可愛い女を、どこの誰かもわからない知らん男にかっさらわれてたまるか」

「そ……んな……言ってもらわなかったら、わかりません……」

「そうだな。今までハッキリと自分の気持ちを伝えないで不安にさせていた俺が一番、悪い。すまなかった。あの婚活パーティーでホテルに泊まったあの時から、勝手に想いは通じ合っていると思い込んでいたんだ。きちんと気持ちを伝えることを怠ったせいで、色々と考えさせてしまったし、泣かせてしまった。本当にすまない」

　誠実な彼は、ダイニングテーブルに額がくっつきそうなくらい頭を下げている。私は彼のつむじを見ていたけれど、それもだんだんと嬉し涙のせいで視界がぼやけてきた。

「私……ちゃんと好きでいてもらってるって思っていていいんですよね？」

「あぁ、大好きだ。このまま連れ去りたいくらい、朱里のことが好きだ」

「純哉さん……」

　本当に気持ちが通じ合い、私は両手で口を覆い、瞳に涙を溜めてしまう。高揚感と喜びと驚きが一斉にやってきて、震えが止まらないくらい嬉しい。

　頭を上げた純哉さんはちょっと拗ねた顔をしていた。そして頬を人差し指で掻くと、私をチラリと見つめる。

「で？　お前は？」

「あっ……」

「俺も言ったんだ。朱里からも聞きたいぞ」

「は、はい」

　いきなりやってきた告白の時間に、涙よりも緊張感の方が勝ち、背筋がピンっと伸びる。だけど、今まで言えなかったこの想いを言葉にしたいという気持ちは強くて、自然と感情を言葉にできた。

「好き、です。純哉さんのこと。誰よりもなによりも大切で、大好きです」

　とくんとくんと、可愛らしい音が私の胸の中で鳴っている。幸せを感じられる音が自分の中で鳴っているのが嬉しくて、満面の笑みを浮かべると、純哉さんも同じように笑ってくれた。

「ははっ。朱里からそんな風に言ってもらえる日がくるなんてな。長く片想いしてきた甲斐があった」

「もっと早く言ってくれればよかったのに」

「そうしたら、間違いなくお前は俺を振っていただろう。恋愛なんかいらないってオーラ、バシバシ感じていたぞ」

「たしかに……」

　当時の私を思い出せば、過去の恋愛の苦い経験から、恋愛なんか必要ない。私は私のペースで生きると突っぱねていた。そんな私をずっと見ていてくれたのは、感謝しかない。

「好きになってくれて、ありがとうございます」

　ふっと笑い、肩の力が抜けた。そして純哉さんもテーブルの上に腕を組んで置き、私を真っ直ぐに見つめる。

「それはこちらのセリフだ。今だから、両想いになれたんだ。そして、俺もこれから言うことに言える勇気が持てた」

「なにをですか？」

　これ以上何か言ってもらえることなんかあるのだろうか？　不思議に思いながら純哉さんを見ると、先ほどまでの穏やかな表情から一転、すごく真剣な目つきをしている。そして、立ち上がって私のそばまでくると、太腿に乗せてあった私の左手を彼の大きな手が包み、キュッと握りしめられた。そして、純哉さんは立膝でしゃがみ、私を見上げる。

「朱里、俺についてきてくれないか？」

「ついて……えっ？」

「北海道に一緒に行こう。お前にはこれからも、仕事でもプライベートでも俺のそばにいてほしい。これから先ずっと、お前と支え合っていく人生をおくりたい」

　一緒に行こう？　そばにいてほしい？　支え合っていく人生をおくりたい？　その言葉一つ一つが強烈に私の脳内を刺激する。そして、思っていたことが口からぽろっと出る。

「そ、それ……プ、プロ、プロポーズ……?!」

「異動の話が出てから考えていたんだ。ちょっと早いかな、となかなか踏み出せないでいたんだが、朱里に別れを告げられるくらいなら玉砕覚悟だ。これからは結婚を前提に付き合ってくれ」

　そう告げられた私は、返事よりも先に涙を流していた。いや、涙は彼が喋っている間にもすでに流れていたと思う。ぽろぽろと頬に伝う涙を拭きもせず、私は何度も頷いていた。

　この言葉を心の奥底でずっと望んでいたんだ。離れ離れになり、自分で別れることを選ぼうとしていたのは、期待をしてもしそうじゃなかったら辛すぎて、自分自身が壊れてしまいそうだったから。でも、そうじゃなかった。純哉さんはちゃんと前向きに、そして私が一番望む形の言葉をくれた。

　だから、私もきちんと答えなければ。この最高の告白に返事をしないといけない。

「もちろん……ついていきます」

「そうか、ついてきてくれるか」

「はい。一生ついていきます」

　握りしめられていた手をいったん外し、今度は私の両手で彼の手で包む。すると、私の手の甲に純哉さんはコツンと自分の額を置く。

「はー……緊張した」

「ふふ……本当ですか？」

「当たり前だろ。玉砕覚悟とは言ったけど、もし断られたら寿命を半分削られるようなもんだ」

「お、大袈裟ですよ！」

「それくらい、本気ってことだよ」

　私を見上げる純哉さんの視線が揺れていて、その瞳に囚われてしまう。私は掴まれていた手を解くと、頭ごと彼を抱きしめた。

「私も本気です。あなただけです、こんなに好きになったのは」

　過去の辛い恋愛のことなんて純哉さんと一緒に過ごすことでとっくに忘れていた。今は、彼だけ。純哉さんしか見えない。

「じゃあ、もう俺だけでいいな」

「はい、純哉さんだけでいいです」

　クスッと笑い合い、お互いに首を傾けて唇を強く押し付け合う。唇を食み、何度も重ね合い、キスの雨が降る。

「必ず幸せにする」

「はい……私も純哉さんを幸せにします」

　誓いの言葉を交わすと、もう一度優しくキスをした。

　純哉さんは立ち上がると私の手を取り、ワンルームの中の壁際にあるマットレスと布団の上に私を寝かせる。そして覆いかぶさってきて、愛おしそうに私を見下ろした。

「朱里、好きだ」

「私も……好きです」

「ははっ。可愛い」

　純哉さんは常套句のように私に可愛いを連呼する。これだけはいつまでたっても慣れないな……と頬を赤らめながら微笑みを返した。

　そのまま純哉さんは私の赤くなった頬にキスをすると、耳朶をつたい甘噛みをする。くすぐったいのと刺激が同時にやってきて、足に力が入った。

「んっ……」

　耳朶を甘噛みされて、縁を舌でなぞられる。その間に身に着けていたカットソーやスカートはあっという間に脱がされて下着だけの姿になった。

「あ、の……純哉さん、早いです」

「早く朱里に触れたくて仕方ないんだ」

　彼の熱に浮かされ、まだ耳を甘噛みされた程度なのに息が上がっている。今の時点でもこの状態なのに、この先に進んでしまったら一瞬で理性が吹っ飛びそうだ。

　でも、純哉さんならいいか……と思えるのは、彼のことを心の底から信頼しているから。それに愛する人に求められて理性が飛ばない人なんていないと思う。今の私の状態はまさにそんな感じだ。

「朱里、背中を浮かせろ」

　言われるままに上半身を浮かせると、純哉さんはブラのホックを外してそのままするりと私の腕から抜き絨毯の上にそれを置いた。そして両手で小ぶりの胸を寄せ上げて柔らかさを堪能すると、そのまま左胸の先端を口に頬張った。

「あっ……」

　口に含まれた瞬間から舌先で先端を弄られる。左右に小刻みに動く舌に翻弄されて私は快感から声が止まらない。

「はっ……ふぅ……待って、純哉さん……」

　舌先の刺激で先端はとっくに固く隆起しているし、右胸は親指と人差し指で摘ままれて擦られている。同時に来る違う快感に、下半身の疼きも止まらない。

「どうした？　今からそんなんじゃ最後まで身体が持たないぞ」

　私の胸から口を外した純哉さんは、意地悪な笑顔を浮かべて私を見上げている。下唇を噛んで声を我慢するけれど、それも無駄な抵抗のようだ。

「お前はそのまま俺に全部任せていればいいんだ」

　そうしたら、気持ちよくしてやるから。と言われている気分だ。でも、いつも気持ちよくなっているのは私ばかり。それにも申し訳ない気持ちがある。

「あ、の……私も、純哉さんのことを気持ちよくしてあげたいです」

「えっ？」

「私にもなにかできることありますか？　その、純哉さんの好きな体勢とか……」

　純哉さんは胸を揉む手を止め、斜め上に視線を向けるとしばし考え込んだ。そして思いついたのか、上半身を起こすとジャケットを脱いでネクタイを解きながら私を見下ろした。

「それはあとでしてもらおう。今は自分が気持ちよくなることに集中していろ」

「へっ？　あっ……！」

　あとで、と言われて拍子抜けしていると、左手の親指と人差し指で先端を擦る動きをまた始め、右手の指は胸の形を指先でなぞり、そのまま脇腹やお臍の周り、下腹部を辿っていく。茂みに到達した人差し指と中指は秘裂に触れた。

「もう濡れてる」

「や、やだ。言わないでください」

「感じているんだろう？」

　クスクスと笑われると、吐息が首にかかりこそばゆい。身体をうねらせて逃げようとすると、キュッと右胸の先端を強く摘ままれた。

「やぁ！　もう……！」

「逃がさないぞ。朱里」

　いたずらをされたことに熱くなる私を見て、純哉さんはニコッと楽しそうに微笑む。秘裂に触れていた指は割れ目を上下に擦る。

「あぁ……それ……！」

「滴ってきている。朱里の温かいものが。ほら」

　純哉さんが私の顔の前に持ってきたのは、私の愛液で濡れた二本の指だ。それはトロトロに塗れていて、私がどれだけ彼で濡れていたのかが鮮明にわかる。

「……だって、純哉さんのことが好きだから。好きな人に触れられると、どうしてもそうなっちゃうじゃないですか」

　今日一番、体温が上昇したのかもしれない。それくらい顔は真っ赤になっている。でも、純哉さんも同じくらい熱くなっていて……でも、喜んでくれているようだ。

「この状況でそんなことを言われたら堪らないな。もっと気持ちよくさせてやる」

「お、お手柔らかに……！」

　二本の指を擦り合わせまた秘裂に戻り、そこを何度も上下に擦られた後そのまま人差し指が中にゆっくりと侵入してきた。充分濡れていたそこに指一本はすんなりと入って、ゆるゆるとかき混ぜられる。想像以上に聞こえてくる水音に、私の嬌声も大きくなっていく。

「あっ、あぁ……そこ……純哉さ……」

「ここがいいのか？」

　かき混ぜられる動きの指先が私の膣内も感じる部分に当たり、声も身体も震えてくる。ここがポイントだと理解した純哉さんは親指も使い、秘部の縁にある赤くて硬くなった粒を擦り始めた。

「ひゃぁ……!!」

　最も感じる部分を同時に責められて上半身が反り、快感を必死に逃がそうとした。でも、逃がそうとしても次々に快感は迫ってきて、私は限界に達してしまいそう。さらに刺激を強くした彼の細かな指使いによってぶるぶると身体は震え、両手で彼の肩を掴んだ瞬間、私は絶頂を迎えてしまった。

「よしよし、上手にイケたな」

　純哉さんは、強張りが抜けてぐったりした私を労わりながら秘部から指を抜き、シャツやスラックスを脱いでいく。ボクサーパンツ一枚になり、彼のものは布越しからでもわかるくらい張り詰めていて、今すぐにでも解放してあげたくなった。

「脱がせてもいいですか？」

　そそり立つ彼自身をどうにかしてあげたくて、起き上がりながら言うと同時にボクサーパンツに手を添える。

「今日は随分と積極的だな。今まではされるがままだったのに」

「そ、それは……両想いだとわかったからです。今までは自信がなくて」

「こんなことをして嫌われたら？　とか？」

「だって、幻滅だけはされたくないです」

「気にしすぎだ。俺のお前を想う気持ちはちょっとやそっとじゃ無くならないぞ」

　ふはっと笑いながら、純哉さんは私の前髪をくしゃっと撫でる。あぁ、この仕草をされると本当に安心する……私は肩の力が抜けてそっと彼の最後の一枚に手をかけた。

「わっ……」

　思いのほか昂っているそれを見て、私は驚きの声を上げてしまった。同時に下腹部の疼きも感じ、これを欲しがっている自分をとてもはしたなく感じる。

「ちょっと待ってろ」

　純哉さんはさっき脱ぎ捨てたスラックスのポケットから財布を取り出し、そこから避妊具を取り出した。スムーズに取り付けると私と向かい合う体勢になる。

「おいで」

　そう言われ、両手を広げられる。えっ？　横になるんじゃないの？　と戸惑いながらも彼の言う通りに胸に飛び込んだ。

「膝立ちになれるか？」

　言われるがまま足を大きく開き、彼に跨る体勢になりながら膝立ちをした。すごく恥ずかしい体勢に逃げ腰になるけれど、秘部に彼自身の熱いものが触れ、身体はピタッと止まる。

「そのまま、ゆっくり腰を落とせ」

「あっ、はぁ……」

　純哉さんに指示されるまま私はゆっくりと腰を落として熱く反り立ったものを受け入れる。先端が膣内に入っていくと、中は徐々に圧迫感でいっぱいになっていく。

「んう……もう、だめ」

「まだ先だけだぞ。頑張れ」

　私の腰をしっかりと支え、ぐぐっと身体を下ろしていく。全部入ると純哉さんのもので私の中はいっぱいになった。

「大丈夫か？」

「は、はい……」

　しっかりと抱きついているから火照る身体同士が密着し、それが余計にお互いを扇情的な気持ちにさせる。私の熱い吐息が彼の肩にかかり、純哉さんも私の肩に唇を寄せると吸い付く。痕を付けられたのだとわかり、独占欲を露わにされて喜ぶ気持ちの方が大きかった。

「動くぞ」

　擦れた声で言われたから、彼の我慢の限界が近づいてきている。今すぐに動きたくて堪らないのだろう。私は頷きだけをして彼にさらに強い力で抱きついた。

　私の腰を持ち、激しく上下に揺らす。寝ながらの体勢よりもずっと強い奥まで貫かれる刺激に、私は今日一番の大きな嬌声を上げた。

「ああっ！　純哉さ……！　はぁ……！」

「くっ……」
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　絶え間ない抽送は続き、私の膣内を彼の逞しく熱いものが何度も往復する。強烈な快楽が波のように何度もひいては訪れ、私の官能に拍車をかける。

「んん……！」

　首に手を回し、必死にしがみつく私。与えられる快楽に溺れまいと必死にしがみつくけれど、彼のものが何度も強く侵入し、卑猥な水音や肌がぶつかり合う音がする度に限界を突破しそうになる。

「朱里……！」

　だけど、さらに速くなった律動に私は限界を迎える。。

「っああああ……！」

　彼の肩に痕が残るくらい思い切り爪を立てながら私は絶頂を迎えた。ぐったりと純哉さんにもたれると、秘部の中からじんわりと熱い迸りを感じる。

　純哉さんも果てたのだと気付き、自然と笑顔が浮かんだ。

「純哉さん……好き……」

　そして純哉さんが無意識に気持ちを伝えた私を笑い、後頭部を優しく撫でてくれる。

「あぁ、俺も。好きだぞ、朱里」

　この優しくて大きな手に一生触れていたい……そして、いつまでも支えてあげたい。私はそんな幸福感と満足感に満たされながら、彼にいつまでも包まれる甘くて優しい夜を過ごした。

















エピローグ












　純哉さんからプロポーズされてから一か月が経とうとしている。あれから私はすぐに人事に井ノ瀬純哉さんと婚約したことを伝え、北海道勤務の異動願いを出した。こんな都合のいい異動願いは到底受け入れられないだろうと期待はしていなかったけれど、純哉さんが親しくしていた人事の課長の「婚約祝いだ」という厚意のある計らいで、私も北海道勤務の辞令が出る運びとなった。

　ホッとしたのも束の間、いつの間に私と純哉さんが恋人同士になり、結婚まで話が進んでいたのか、周りの社員たちへの説明がとにかく大変だった。だけど、それらほとんどは純哉さんが対応してくれて私はあまり疲弊することはなかった。

　しかし、両親や真美にはとことんまで追及され、容赦ない質問攻めにあう度に毎回くたくただ。でも、その話の中で真美の婚活の話も聞いた。どうやら真美も婚活パーティーで出会った彼と仲良くやっているみたいで、結婚に向けてお付き合いを継続中らしい。

　真美が強引に私を婚活パーティーに連れて行ってくれなかったら、純哉さんとこうなるきっかけは掴めなかった。それには感謝しきれないくらい感謝をしているから、彼女が結婚することになったら、盛大に祝ってあげたいなと心から思う。

　会社に異動願いを出したと同時に進めたのは、お互いの両親への挨拶だ。彼のご両親は私のことをどうやら知っていたらしい。純哉さんが日常的に「いい後輩がいるんだ」と話をしていたから、ということだった。

「純哉が認めたあなたが妻になってくれるのなら、なにも言わないわ。素敵な家庭を二人で作ってね」

　そうご両親に伝えられた時、改めて彼と幸せになろうと決意した。控えめだけどとても素敵なご両親だ。私もこうなりたい……と憧れを抱いたほど。

　それとは反対に、うちの両親は私が結婚するとなったら、まるでお祭り騒ぎだった。大歓迎された純哉さんだったが両親への挨拶ということでかなり緊張していた。

「キミが朱里を貰ってくれるという奇特な男か！」

「まぁまぁ、こんなカッコイイ人がウチの朱里の旦那様になってくれるなんて！　本当に嬉しいわ！」

「お、お母さん！　お父さん！　もう止めて！」

　あまりの両親の弾けっぷりに顔から火が出そう。でも、純哉さんはいつまでも笑っている。

「こんなに歓迎してもらえるなんて嬉しいぞ。ご両親とは末永く仲良くできそうだ」

　と、そんなことまで言ってくれている。

　そんなどんちゃん騒ぎの結婚挨拶から逃げるように帰ってきたのは、最近よく行くようになった純哉さんが一人暮らしをしている家だ。今日は彼の家に泊まり、明日は引っ越しに向けて断捨離をする予定。その手伝いを彼から頼まれていた。私の家によく来るようになってから、必要最低限のものしか置かないスッキリとした部屋に惹かれたらしい。

「相変わらず散らかってますね」

「仕事で忙しいんだ。しょうがないだろ」

　１ＤＫの部屋にはダイニングテーブルに溜まったチラシやＤＭに、シンクには飲みかけのマグカップ。灰皿には煙草の吸殻も溜まっている。さらには閉まっているクローゼットからはみ出たスーツのジャケットの袖を見る限り、あの中もぐちゃぐちゃに仕舞われているのだろう。

「まぁ、やりがいはありそうですけど」

「すごく生き生きした顔をしているな、お前」

「えぇ、お片付け、大好きです」

　後ろに立っている彼に振り向いて満面の笑みを向ける。すると、純哉さんは苦笑いしていた。

「俺のことも簡単に片づけないでくれよ」

「アハハ！　旦那様を断捨離なんてしませんよ」

　そんなやり取りをしていると、純哉さんが後ろから抱きついてきた。その腕を私は、両手を添えてキュッと握りしめる。

　お互いの左手の薬指には将来を誓うプラチナリングがきらりと輝いている。自分と純哉さんの指輪を見つめながら、いつまでも絶えない幸せな時間が続きますように……と私は祈りを捧げた。







終










著者紹介




秋花　いずみ（あきはな・いずみ）


奈良県出身大阪府在住。「婚約破棄から始まる恋～王子様な御曹司と地味ＯＬ～」でデビュー。

執筆中のリラックス方法は愛犬の散歩、ルイボスティーや珈琲を飲むこと。

商業小説を書きながら、ウェブサイトでも趣味の小説を投稿しております。








Copyright © 2020 Izumi Akihana All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章



		第五章



		第六章



		エピローグ

















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg
L WEL\@‘E’}

b
- o

AAC
/F\Gg:“%'

[

\SA
- -

SN

w‘Q
\‘ )

(/ | =

\





item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





